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て
く
れ
た
旧
友
、
中
村
康
雄
、
宇
野
弘
の
両
氏
だ
っ
た
が
、
ア
マ
チ
ュ

ア
音
楽
界
の
長
老
名
士
や
人
材
を
一
人
ず
つ
訪
問
し
て
、
組
織
作
り

を
始
め
た
。
孤
立
し
て
合
奏
相
手
を
探
す
方
法
の
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア

演
奏
家
が
、
仲
間
を
得
や
す
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
趣
旨
の
連
絡

機
関
だ
。
こ
の
狙
い
は
最
初
は
、
は
た
し
て
も
の
に
な
る
か
と
思
う

人
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
新
響
の
事
務
局
長
の
永
田
雅
夫
氏
の
抜

群
の
能
力
と
、
数
人
の
中
核
人
物
、
ま
た
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
音
楽
キ
チ

の
活
躍
に
支
え
ら
れ
、
現
在
（
1
9
7
8
年
頃
）
全
国
で
8
0
0

人
の
立
派
な
会
に
成
長
し
た
。
‥
‥
私
も
最
初
の
頃
、
電
話
の
応
対
、

勧
誘
の
手
紙
書
き
、
案
内
状
の
発
送
と
、
何
と
か
成
功
さ
せ
て
、
夫

を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
自
分
の
仕
事
も
後
ま
わ
し
に

し
て
、
ほ
と
ん
ど
1
日
中
手
伝
っ
て
い
た
も
の
だ
が
、
も
う
手
を
離

れ
た
。
こ
の
会
員
と
電
話
を
し
た
り
、
会
っ
た
り
し
て
い
る
時
は
、
私

も
夫
の
荒
れ
を
心
配
し
な
く
て
も
す
む
の
で
あ
る
。
お
か
げ
で
夫
の
行

動
も
最
近
で
は
表
面
落
ち
着
い
て
き
た
』（
註
：
エ
イ
パ
事
務
局
は
78

年
9
月
、
エ
イ
パ
正
式
発
足
と
同
時
に
、
井
上
さ
ん
の
ご
自
宅
に
会

員
登
録
カ
ー
ド
と
預
金
通
帳
を
残
し
て
、
前
年
か
ら
開
設
さ
れ
て
い
た

新
宿
区
百
人
町
・
製
餡
会
館
の
エ
イ
パ
ク
ラ
ブ
室
へ
移
転
し
た
）

　
エ
イ
パ
設
立
の
前
後
、
酒
好
き
の
井
上
さ
ん
と
荻
窪
駅
近
く
の
赤

提
灯
で
遅
く
ま
で
飲
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
私
の
頭
は
い
つ
も
エ
イ

パ
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、
裁
判
の
こ
と
は
聞
き
流
し
て

い
た
が
、
い
ま
改
め
て
裁
判
記
録
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
あ
の

時
は
そ
う
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
胸
に
響
く
。
当

時
か
ら
の
深
酒
は
や
は
り
満
た
さ
れ
な
い
思
い
か
ら
の
逃
避
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
が
、
2
0
0
6
年
暮
れ
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
翌
年
に
74
歳

で
亡
く
な
ら
れ
た
（
合
掌
）。

A
P
A
創
立
時
の
思
い
　
　
　

　
1
9
7
3
年
11
月
、
同
じ
新
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た

輸
入
楽
譜
・
音
楽
書
の
専
門
店 

ア
カ
デ
ミ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
故

平
岩
寧
社
長
の
紹
介
で
、
元
産
経
新
聞
記
者
の
故
井
上
明
氏
の
訪
問

を
職
場
で
受
け
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の

相
談
だ
っ
た
。「
井
上
さ
ん
は
ご
自
身
で
合
奏
を
楽
し
み
た
い
の
か
、

組
織
作
り
を
し
た
い
の
か
、
両
立
し
な
い
と
思
う
の
で
初
め
に
伺
っ

て
お
き
た
い
」
と
問
う
と
、「
組
織
作
り
を
し
た
い
」
と
の
こ
と
、「
で

は
協
力
い
た
し
ま
す
」
と
の
経
緯
で
二
人
三
脚
が
始
ま
っ
た
。

　
後
年
の
井
上
明
氏
の
記
述
に
は
そ
の
頃
の
思
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
1
9
7
3
年
8
月
３
日
、
次
女
千
華
が
死
亡
し
た
日
か
ら
私
の
精
神

は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。
…
そ
の
後
「
千
華
が
欠
け
た
家
庭
合
奏
」
を

何
ら
か
の
方
法
で
復
活
さ
せ
る
“
音
楽
上
の
救
い
”
で
私
が
立
ち
直
る

き
っ
か
け
を
つ
か
む
道
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
れ
が
日

本
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
協
会
（
エ
イ
パ
）
を
発
想
し
た
原
点
で
あ
っ
た
』

　
エ
イ
パ
の
誕
生
の
裏
に
は
、
75
年
８
月
か
ら
14
年
続
い
た
、
い
わ

ゆ
る
ク
ロ
マ
イ
訴
訟
に
繋
が
る
次
女
千
華
ち
ゃ
ん
の
死
を
発
端
と
す

る
井
上
ご
夫
妻
の
苦
闘
が
あ
る
。

　
「
ク
ロ
マ
イ
裁
判
14
年
４
か
月 
：
次
女
・
千
華
（
8
歳
）
の
薬
害

死
を
め
ぐ
る
闘
い
の
日
々
：
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
の
共
同
著
者
で
あ
る

奥
様
、
井
上
和
枝
さ
ん
の
報
告
、『
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
を
支
え
る

違
っ
た
方
法
が
あ
る
。
宗
教
に
助
け
ら
れ
る
人
が
い
る
。
今
こ
の（
薬

害
の
）
追
跡
調
査
が
生
き
甲
斐
に
な
っ
て
い
る
と
夫
は
言
う
が
、
彼

自
身
の
破
滅
を
支
え
た
の
は
、
音
楽
だ
っ
た
。
千
華
の
死
後
1
ヵ
月

後
か
ら
、
夫
は
よ
ろ
よ
ろ
の
心
と
体
で
、
娘
の
生
命
を
記
念
す
る
事

業
だ
と
い
っ
て
「
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
協
会
」
を
創
り
は
じ
め

た
。
‥
‥
最
初
の
相
談
相
手
は
、
千
華
が
入
院
中
に
音
楽
慰
問
を
し

〝
音
楽
上
の
救
い
〟
に
活
路
を
　
　
　                            

発
起
人
・
永
田
雅
夫

た
だ
合
奏
を
楽
し
み
た
い
の
で
は
な
い
、
次
女
を
亡
く
さ
れ
た
壮
絶
な
思
い
が
、
実
は
A
P
A
創
立
へ
の
引
き
金
に
な
り
ま
し
た
。

発
足
人
の
一
人
で
あ
り
、
か
つ
煩
雑
な
事
務
作
業
の
司
令
塔
を
こ
の
50
年
間
、
一
手
に
引
き
受
け
、
活
動
を
支
え
た
永
田
雅
夫
副
理
事
長
が
、
創
立
時
の
様
子
を
記
し
ま
す
。
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1974年 6月の創立パーティを伝えたサンケイ新聞（1974年6月16日）。アマチュア同士のつながりを求めたスタートを伝えた



　
私
自
身
の
エ
イ
パ
に
対
す
る
構
想
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
の
演
奏
人
口
が
ど
の
く
ら
い
の
数

字
に
な
る
か
推
定
、設
立
初
期
の
名
簿
に
は
、

全
国
ア
マ
オ
ケ
一
覧
、
大
学
オ
ケ
一
覧
を
掲

載
し
た
が
、
ア
マ
オ
ケ
1
5
4
×
30
人
/

団
、
大
学
オ
ケ
1
0
2
×
30
人
/
団
＝

7
5
0
0
＋
ピ
ア
ノ
で
計
1
万
人
の
10
倍

で
10
万
人
を
カ
バ
ー
で
き
る
6
桁
の
会
員

番
号
を
提
案
。
井
上
氏
は
じ
め
毎
月
の
準
備

会
の
面
々
の
反
対
は
な
く
、
永
田
ペ
ー
ス
で

組
織
構
想
は
進
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
も
っ
と

井
上
氏
を
悩
ま
せ
て
当
初
の
約
束
通
り
、
運

営
に
引
き
ず
り
込
ん
で
い
れ
ば
、
も
っ
と
長

生
き
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
悔
や
ま
れ
る
。

ち
な
み
に
、
最
新
の
全
国
ア
マ
オ
ケ
団
体
数

は
6
2
3
を
数
え
る
。

　
設
立
後
、
最
初
に
考
え
た
活
動
は
、
合
奏

場
所
探
し
。
休
業
日
に
フ
ロ
ア
提
供
可
能
な

レ
ス
ト
ラ
ン
や
楽
器
店
を
探
し
出
し
た
が
、

許
可
を
得
て
か
ら
日
程
を
発
表
し
て
参
加
者

を
広
く
募
る
こ
と
が
難
し
く
、そ
れ
よ
り
も
、

毎
月
第
何
・
何
曜
日
と
決
め
て
お
い
て
集
ま

る
定
例
会
が
手
っ
取
り
早
く
、
各
地
で
一
斉

に
立
ち
上
が
っ
た
。

　
１
９
7
4
年
8
月
に
荻
窪
名
曲
喫
茶
ミ

ニ
ヨ
ン
ビ
ル
で
第
１
回
、
第
２
回
以
降
は
御

茶
ノ
水
・
井
上
眼
科
病
院
隣
り
の
故
井
上
正

澄
氏
邸
が
開
放
さ
れ
、
第
３
日
曜
日
開
催
の
中
央
線
例
会
、
10
月
に

ル
ソ
ー
ル
合
奏
団
主
宰
の
故
左
治
木
恵
美
子
氏
宅
で
第
１
日
曜
日
の

城
西
例
会
、
翌
75
年
２
月
、
府
中
の
楽
器
店
で
泊
川
一
之
氏
が
第
４

日
曜
日
に
京
王
線
例
会（
後
に
八
王
子
に
移
動
し
て
多
摩
地
区
例
会
）、

３
月
に
星
名
孝
行
氏
ら
が
練
馬
区
公
民
館
で
第
２
日
曜
日
に
西
武
線

沿
線
例
会
（
後
に
田
無
市
公
民
館
）
等
々
、
た
く
さ
ん
の
地
域
例
会

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
れ
ら
地
域
例
会
と
は
別
に
、
横
断
的
に
会
の
巾
を
拡
げ
る
狙
い

で
、
故
柳
原
直
彦
氏
が
C
D
例
会
（
後
の
C
D
グ
レ
ー
ド
例
会
）

を
77
年
に
ス
タ
ー
ト
。
他
に
フ
ル
ー
ト
の
会
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
会
、

合
奏
相
手
探
し
の
会
、
チ
ェ
ロ
レ
ッ
ス
ン
の
会
な
ど
が
企
画
さ
れ
、

日
程
は
会
報
で
告
知
さ
れ
た
が
、
地
域
例
会
と
併
せ
て
全
部
の
例
会

日
程
が
会
報
で
告
知
さ
れ
る
の
は
1
9
7
8
年
の
エ
イ
パ
正
式
発
足

以
降
。

　
全
国
組
織
と
し
て
の
関
西
支
部
の
誕
生
は
、
エ
イ
パ
創
設
者
井
上

明
氏
の
大
学
の
先
輩
、
白
井
次
郎
氏
の
働
き
が
大
き
い
。
氏
は
た
だ

ち
に
大
阪
の
愛
好
家
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
山
田
楊
平
氏
に
呼
び
か
け
、

74
年
12
月
に
50
名
で
関
西
支
部
が
発
足
し
た
。
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1974年にスタートしたAPAの正式発足を伝える朝日新聞（1978年9月16日）。この時点で会員は約1,000名を数えていた

「みんな、職業、地位、思想などいっさい関係ない横のつながりを求めています。この会は音楽を通じてのヨコ社会の実験、です」
APA創立を最初に思い立たれた発起人の一人、井上明氏を朝日新聞が「ひと」欄で紹介した（1974年12月21日）

（註：クロマイ裁判についてQRコード参照）



A
P
A
創
立
前
夜
あ
れ
こ
れ

　
住
ま
い
や
職
場
の
近
く
で
合
奏
仲
間
が
欲
し
い
。「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
」
仲
間
た
ち
と

音
楽
を
奏
で
る
楽
し
み
を
味
わ
い
た
い
。
そ
ん
な
組
織
を
作
ろ
う

と
、
構
想
し
、
動
き
出
し
た
の
は
1
9
7
3
年
の
夏
で
し
た
。

1
9
7
3
年
と
い
え
ば
、
第
四
次
中
東
戦
争
勃
発
に
伴
う
第
一
次

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
物
価
が
急
上
昇
。
電
話
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー

ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。　

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
A
P
A
会
報
0
号
で
は
、
1
9
7
4
年
の

創
立
以
前
の
前
史
に
つ
い
て
も
日
誌
ス
タ
イ
ル
で
記
録
さ
れ
、
そ

の
頃
、
30
歳
前
後
だ
っ
た
若
者
た
ち
の
知
恵
と
情
熱
を
傾
け
た
意

見
交
換
が
何
度
も
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、

74
年
５
月
17
日
に
、
す
で
に
参
加
を
表
明
し
た
2
3
5
名
の
暫
定

50th Anniversary 6



会
員
名
簿
を
発
行
。
6
月
5
日
に
会
報
0
号
を
発
行
。
10
日
後

の
6
月
15
日
に
は
、
設
立
準
備
東
京
連
絡
会
創
立
総
会・披
露
パ
ー

テ
ィ
を
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
別
館
講
堂
で
2
0
0
名
を
集
め
て
開

催
と
い
う
早は

や
わ
ざ業

で
し
た
。

　
こ
の
ス
タ
ー
ト
に
寄
せ
て
、
会
報
0
号
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
界
の
様
々
な
プ
ロ
た
ち
か
ら
の
感
嘆
、
賛
同
、
大
い
な
る
期
待
、

さ
ら
に
は
羨
望
ま
で
飛
び
出
し
た
「
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
掲

載
さ
れ
、
読
み
応
え
十
分
。
こ
れ
は
半
世
紀
を
経
た
今
を
生
き
る

我
々
に
も
通
じ
る
エ
ー
ル
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
巻
末
の
「
発
起
人
素
描
」
で
は
、
発
起
人
代
表
の
井
上
明
氏
を

始
め
、
19
名
か
ら
な
る
発
起
人
の
横
顔
を
短
く
紹
介
。
今
も
活
躍

さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
に
は
、
脱
帽
も
の
で
す
。
ま
た
、
事
務
局
だ
よ

り
で
は
、
合
奏
報
告
を
促
し
、
か
つ
合
奏
グ
ル
ー
プ
結
成
の
動
き

を
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
が
、
そ
の
後
の
例
会
活
動
の
誕
生
に
つ
な
が
っ

て
い
く
わ
け
で
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
例
会
活
動
な
ど

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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会
報
０
号
、
１
号
の
告
知
板
よ
り
〜
50
年
前
も
み
ん
な
仲
間
と
つ
な
が
り
た
か
っ
た
！

★
現
在
Vn
（
57
歳
）
Va
（
60
歳
）
の
仲
間
あ
り
、
同
世
代
で
Vn
1
・
Vn
2
も
弾
け
る
人
と
知
り
合
い
た
い
。

（
港
区
Vc
萩
正
勝
）
★
当
方
、
医
師
兼
主
婦
で
す
。
腕
前
の
方
は
不
明
で
す
が
、
近
辺
の
方
と
合
奏
し
た
い

と
思
い
ま
す
。（
文
京
区
Vn
・
Pf
小
倉
ま
き
子
）
★
先
日
久
し
振
り
に
楽
器
を
引
き
出
し
て
弾
い
て
み
る
と

思
っ
た
ほ
ど
腕
も
落
ち
て
い
な
い
（
？
）
よ
う
で
、
ぜ
ひ
誰
か
と
合
わ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
日
野

市
Vn
林
英
治
）
★
桐
朋
学
園
ピ
ア
ノ
科
卒
、
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
か
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
希
望
し
て
い
ま
す
。（
大
垣

市
Pf
菱
田
安
子
）
★
フ
ル
ー
ト
を
習
っ
て
２
年
！
是
非
近
く
の
人
と
合
奏
し
、
喜
び
を
味
わ
い
た
い
の
で

す
が
、
こ
の
会
に
入
会
し
て
巡
り
合
う
チ
ャ
ン
ス
を
望
み
た
い
で
す
。（
富
士
見
市
Fl
黒
瀬
ゆ
り
か
）
★
た

だ
い
ま
岡
山
に
て
メ
ン
バ
ー
探
し
中
、
Pf
・
Vc
・
Va
は
揃
い
ま
し
た
が
Vn
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
岡
山
に

も
支
部
を
作
り
た
い
で
す
。（
倉
敷
市
Vn
・
Va
菊
地
東
）
★
新
潟
響
で
は
弦
楽
器
奏
者
が
欠
乏
し
、
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
組
織
を
通
し
て
隠
れ
た
弦
楽
器
奏
者
と
の
交
流
を
期
待
。（
新
潟
市
Vn
・
Va
大

塚
哲
夫
）
★
地
方
在
住
の
場
合
、
と
く
に
こ
の
よ
う
な
会
の
存
在
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
紹
介

に
も
力
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
琴
平
市
Vn
岩
崎
保
明
）
★
「
音
楽
を
愛
す
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
」
と
い

う
会
の
趣
旨
か
ら
、運
営
は
簡
明
に
、具
体
的
は
活
動
（
合
奏
）
は
会
員
同
志
で
処
理
さ
せ
る
よ
う
に
。（
練

馬
区
Vn
・
Va
石
森
浩
一
郎
）
★
ス
ズ
キ
Vn
の
1/4
o
r
1/2
譲
り
ま
す
。
ス
ズ
キ
Vc
の
1/2
o
r
3/4
求
む
。（
松
戸

市
Vn
松
本
巌
）
★
弦
楽
器
10
〜
12
名
編
成
で
主
に
バ
ロ
ッ
ク
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
す
る
室
内
楽
サ
ー
ク
ル

を
も
ち
た
い
。（
港
区
Vn
宮
坂
力
）



♫
西
武
線
例
会　

　
　
　
　
　
　
　
磯
地
英
樹

　

第
１
回
例
会
は
A
P
A
創
立
の
翌
年

1
9
7
5
年
（
昭
和
50
年
）
３
月
16
日
に
練

馬
区
公
民
館
で
開
催
。
以
後
メ
ン
バ
ー
、
幹

事
、
開
催
場
所
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
、
危
機

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
何
と
か
引
き
継
ぎ
、

2
0
0
7
年
（
平
成
19
年
）
年
６
月
か
ら
は
西

武
池
袋
線
大
泉
学
園
駅
よ
り
徒
歩
７
分
の
ス
タ

ジ
オ
・
プ
リ
モ
ー
ラ
と
近
所
の
「
ゆ
う
わ
会
館
」

が
例
会
開
催
場
所
と
な
り
、
固
定
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。 

　

当
例
会
は
弦
楽

器
・
管
楽
器
・
ピ

ア
ノ
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
編

成
曲
目
を
演
奏
で

き
ま
す
。
開
催
は

原
則
第
２
日
曜
日
。

１
月
半
前
に
参
加

者
・
希
望
曲
を
募

り
、
幹
事
が
進
行
表
を
決
定
す
る
エ
ン
ト
リ
ー

制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
回
15
名
ほ
ど
が
３

室
、
１
コ
マ
１
時
間
、
12
枠
の
合
奏
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

♫
さ
い
た
ま
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
邦
之

　
さ
い
た
ま
例
会
は
A
P
A
の
数
あ
る
例
会
の

中
で
も
古
株
の
例
会
の
一
つ
で
す
。
一
時
は
存

続
も
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
す
が
、
現
在
で
は
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
、
盛
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
い
た
ま
例
会
で
は
多
く
の
人
と
い
ろ
い
ろ

な
曲
の
合
奏
を
楽
し
む
こ
と
を
方
針
と
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
発
表
会
は
行
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
毎
月
の
演
奏
は
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
持

ち
寄
っ
て
、
そ
れ
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
決
め
る
の

で
毎
回
新
鮮
で
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
曲
は
難
し
い

曲
ば
か
り
で
な
く
、
弾
き
や
す
い
曲
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
合
奏
初
心
者
の
方
も
参
加
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
難
し
い
曲
の

リ
ク
エ
ス
ト
が
多
く
少
々
困
っ
て
お
り
ま
す

が
・
・
・
。
さ
い
た
ま
例
会
の
特
徴
と
し
て
例

会
終
了
後
に
懇
親
会
（
飲
み
会
）
を
開
い
て
お

り
ま
す
。
楽
し
い
で
す
よ
。

♫
埼
玉
予
約
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
高
草
木
恵
二

　
埼
玉
予
約
例
会
で
は
、
各
年
上
期
（
4
月
～

9
月
）
と
下
期
（
10
月
～
3
月
）
に
活
動
期

間
を
区
切
り
、
各
期
ご
と
に
参
加
登
録
者
の
中

で
多
く
の
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
確
定
し
た
メ
ン

バ
ー
で
確
定
し
た
曲
目
を
、
半
年
間
月
１
回
程

度
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
レ
ベ
ル
を
高
め
、
演

奏
会
本
番
に
乗
せ
る
、
と
い
う
活
動
を
し
て
お

り
ま
す
。
即
席
グ
ル
ー
プ
で
の
演
奏
で
は
な
く
、

メ
ン
バ
ー
と
曲
目
を
「
予
約
」
し
て
確
定
の
上
、

本
番
に
向
け
て
練
習
を
積
み
重
ね
る
趣
旨
を

持
っ
て
い
る
た
め
、「
予
約
例
会
」の
会
名
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
り
深
く
合
奏
を
楽
し
み
た
い

方
々
、ぜ
ひ
ご
参
画
く
だ
さ
い
。練
習
と
本
番
は
、

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
見
学
・
自
由
合
奏
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

♫
田
園
都
市
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
沢 

透

　

田
園
都
市
例
会
は
A
P
A
創
立
後
比
較
的

す
ぐ
に
で
き
た
と
諸
先
輩
か
ら
伺
っ
て
い
ま
す

の
で
、
す
で
に
設
立
後
40
年
以
上
続
い
て
い
る

長
寿
の
例
会
で
す
。
昔
は
田
園
都
市
“
線
”
例

会
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
毎
回
20
名
前
後
の

合
奏
好
き
が
、
名
前
の
通
り
東
急
田
園
都
市
線

の
青
葉
台
駅
前
に
あ
り
ま
す
フ
ィ
リ
ア
ホ
ー
ル

練
習
室
を
拠
点
と
し
て
月
に
一
度
の
例
会
と
年

一
度
の
発
表
会
を
欠
か
さ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

あ
ま
り
演
奏
の
巧

拙
は
問
わ
ず
、
家

族
的
雰
囲
気
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
な

が
ら
、
高
齢
の
メ

ン
バ
ー
に
も
ゆ
っ

く
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う

に
、
そ
こ
に
は
ジ

ジ
バ
バ
と
言
う
に

は
、
ほ
ど
遠
い
若

多
彩
な
活
動
を
展
開

A
P
A
例
会
・
定
例
発
表
会

エ
イ
パ
を
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
力
を
入
れ
て
き
た
活
動
の
一
つ
が
、
例
会
活
動
で
す
。

幹
事
を
中
心
に
、
そ
こ
に
集
う
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
で
室
内
楽
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
っ
て
き
ま
し
た
。

例
会
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
ら
ず
に
、
定
例
発
表
会
の
形
で
運
営
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
各
例
会
・
定
例
発
表
会
の
幹
事
・
世
話
人
さ
ん
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
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50周年地域例会イベント支援　https://apa-music.org/concert/index.html
★7/28（日） 田園都市例会トップ奏者との室内楽体験の日　★8/3（土） 学のない人のための弦楽四重奏の成り立ち
★8/10（土）~12（月祝） 山中湖室内楽セミナー　★8/30（金）~9/1（日） トロールの森・宇都宮例会・弦四の会共催合宿
★9/14（土） 湘南例会ミニコンサート　★10/13（日） 秋のチェロの会　
★10/14（月祝） 中央線例会フォーレ没後100年フランスの作曲家を集めて　
★12/14（土） 弦四の会ベートーヴェン弦楽四重奏曲全曲演奏

宇都宮例会（宇都宮）

京都日曜例会（河原町）
京都火曜例会（河原町）

自由合奏の会（あびこ）

室内楽合宿（掛川）

*このほか海外会員もいます

会員のいる県
会員のまだいない県
例会拠点

日本地図でみるAPA 埼玉予約例会（与野本町）
さいたま例会（浦和）

木曜会（府中）
中央線例会（武蔵小金井）
西武線例会（大泉学園）

（新宿クラブ室）
火曜会
木曜倶楽部
bbs-FB 例会
CDグレード例会
フルートを楽しむ会
チェロアンサンブル例会

弦楽四重奏の会（後楽園・春日）

柏例会（新柏）

新かつしか例会（青砥）

湘南例会（大船）

田園都市例会（青葉台）
東横線例会（大倉山）

京都室内楽コンサート（京都）
ピアノデュオの会（豊中）
京阪例会クラシックコンサート（寝屋川）
APA室内楽コンサート（あびこ）
バロックの会（あびこ）
神戸ソロデュオの会（王子公園）
新ピアノサロン（天神橋）
声楽とピアノの会（難波）
室内楽全曲の会（尼崎）
西北サロン（西宮北口）
弦楽合奏の会（王子公園）
京都室内楽サロン（河原町）

関西地区定例発表会

ヴァイオリンの会
ビオラの会
チェロの会
ピアノ入り室内楽の会
ブラームス室内楽曲全曲演奏会
女性作曲家の会

関東地区定例発表会

各地に拡がるエイパの例会をご紹介します
全国津々浦 ど々こへ行っても室内楽が楽しめる未来を目指して拡大中！

い
人
た
ち
も
交
じ
り
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い

と
合
奏
で
き
る
の
が
、
田
園
都
市
例
会
の
魅
力

と
い
う
声
が
メ
ン
バ
ー
た
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
す
。

♫
東
横
線
例
会　

　
　
　
　
　
　
　
荒
井 

隆

　

東
横
線
例
会
は
、
前
身
の
横
浜
例
会
が

1
9
7
9
年
に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
主
に
東
急

東
横
線
大
倉
山
駅
近
辺
の
大
倉
山
記
念
館
で
毎

月
１
回
の
月
例
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
横

浜
市
内
の
公
共
施
設
を
利
用
し
た
発
表
会
活
動

を
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
エ
イ

パ
の
中
で
も
発
表
会
活
動
を
前
提
と
し
た
例
会

活
動
（
発
表
会
で
取
り
上
げ
る
曲
を
月
例
会
で

行
う
）
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
面
が
あ
り
ま

す
が
、
東
横
線
例
会
は
、
発
表
会
で
取
り
上
げ

る
曲
を
出
場
メ

ン
バ
ー
で
や
っ

て
も
良
し
、
そ

れ
以
外
の
メ
ン

バ
ー
で
そ
れ
以

外
の
曲
を
取
り

上
げ
る
こ
と
で

も
良
し
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
曲
目

は
「
ト
リ
オ
以

上
」
と
い
う
制

約
が
あ
り
ま
す

が
、
何
で
も

O
K
で
、
例
会
常
連
メ
ン
バ
ー
で
な
く
て
も
楽

器
を
適
宜
弾
け
る
人
だ
っ
た
ら
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

♫
湘
南
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田 

晃

　
湘
南
例
会
創
立
以
前
に
は
、
横
浜
・
湘
南
近

辺
に
は
A
P
A
の
例
会
が
な
く
、
合
奏
仲
間

を
求
め
て
遠
く
の
例
会
に
参
加
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
た
ま
た
ま
横
浜
・
湘
南
地
区
に
住
ん
で
い

る
も
の
同
士
が
め
ぐ
り
合
い
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

２
人
、
チ
ェ
ロ
１
人
、
ピ
ア
ノ
１
人
の
合
計
4

人
で
1
9
7
7
年
12
月
に
湘
南
例
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
初
め
は
毎
月
例
会
を
個
人
宅
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
1
9
7
8
年

4
月
例
会
か
ら
鎌
倉
の
玉
縄
青
少
年
会
館
・
音

楽
室
を
拠
点
に
仲
間
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
例
会
で
は
合
奏
室
が
１
室
し
か
取
れ
な
い

た
め
、
初
心
者
、
ベ
テ
ラ
ン
に
関
係
な
く
、
広

く
み
ん
な
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
む
と
い
う

方
針
で
、
弦
楽
四
重
奏
曲
で
あ
ろ
う
と
も
全
員

で
合
奏
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
基
本

的
に
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
後
に
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

♫
柏
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
篠
崎 

透

　

当
例
会
は
臼
田
信
夫
・
正
子
夫
妻
を
中
心

に
1
9
8
8
年
に
創
設
。
練
習
会
場
が
柏
市

内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
柏
例
会
」
と
命
名
、

1
9
8
9
年
11
月
に
第
1
回
演
奏
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
以
来
35
年
、
年
2
回
の
演
奏
会
を

定
期
的
に
開
催
し
、
2
0
2
5
年
1
月
に
は

第
71
回
演
奏
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
県
東
葛
地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
室
内
楽
団
体

と
し
て
一
定
の
認
知
度
を
得
て
お
り
、
演
奏
会

に
来
場
い
た
だ
く
一
般
聴
衆
は
1
0
0
名
を
超

各地に拡がるエイパの例会・定例発表会活動各地に拡がるエイパの例会・定例発表会活動
いつでも、どこでも、室内楽でつながるいつでも、どこでも、室内楽でつながる

人口密集地にどうしても例会・定例発表会は集中しがち。
どうしたら、全国に活動の拠点作りができるか、APA50年の課題でもある
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え
て
い
ま
す
。

　
創
設
当
初
か
ら
、
半
年
間
は
メ
ン
バ
ー
を
固

定
し
て
計
6
回
の
練
習
で
曲
を
一
緒
に
作
り
上

げ
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
演
奏
会
は

「
練
習
の
成
果
発
表
の
場
」
で
あ
る
と
い
う
ス
タ

ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
。
な
お
演
奏
会
後
に
は

毎
回
懇
親
の
場
を
設
け
て
親
睦
を
図
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

♫
新
か
つ
し
か
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
楠 

昌
司

　
約
10
年
続
い
た
「
か
つ
し
か
例
会
」
を
受
け

て
「
新
か
つ
し
か
例
会
」
は
、
2
0
2
3
年
10

月
か
ら
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
場
所
は

葛
飾
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ヒ
ル
ズ
の
練
習
室
3

室
を
使
っ
て
い
ま
す
。

月
1
回
、
土
曜
か
日

曜
の
午
後
1
時
か
ら

5
時
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ピ

ア
ノ
が
あ
る
部
屋
は
、

大
編
成
の
室
内
楽
が

可
能
で
す
。
残
り
の

2
室
は
五
重
奏
ま
で
の
室
内
楽
が
可
能
で
す
。

2
ヵ
月
前
に
希
望
曲
を
募
集
し
、
そ
の
希
望
曲

に
対
す
る
参
加
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
そ
の

後
、
編
成
担
当
者
が
進
行
表
を
完
成
し
て
公
開

し
ま
す
。

　
毎
回
10
数
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
演
奏
曲
は

6
～
7
曲
に
な
る
こ
と
が
多
く
1
曲
の
合
奏

時
間
は
70
分
で
す
。
室
内
楽
の
仲
間
を
増
や
す

と
い
う
A
P
A
の
理
念
に
適
し
た
例
会
で
す
。

♫
中
央
線
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
早
代
子

　
中
央
線
例
会
は
、
2
0
1
3
年
発
足
の
比
較

的
若
い
例
会
で
す
。
現
在
、
年
に
４
回
テ
ー
マ

別
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃

の
成
果
発
表
、
作
曲
家
や
国
別
の
特
集
、
年
末

の
『
年
忘
れ
室
内
楽
祭
』、
そ
し
て
海
外
の
演
奏

者
と
の
『
国
際
室
内
楽
音
楽
祭
』
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
初
代
例
会
代
表
の

𠮷
田
和
道
氏
の
掲
げ
る
３
つ
の
例
会
理
念
に

沿
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
室

内
楽
歴
の
浅
い

会
員
も
積
極
的

に
参
加
で
き
る

発
表
会
。

　

２
つ
目
は
知

ら
れ
て
い
な
い

作
曲
家
の
発
掘

―
過
去
に
は
ド

ホ
ナ
ー
ニ
、
チ
ェ

コ
の
作
曲
家
、
オ

ラ
ン
ダ
の
作
曲

家
ス
ペ
シ
ャ
ル

な
ど
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
３
つ
目
は
、
世

界
の
ア
マ
チ
ュ

ア
演
奏
家
と
A
P
A
会
員
が
コ
ラ
ボ
す
る
音

楽
祭
で
、
コ
ロ
ナ
の
時
期
を
除
き
、
毎
年
開
催
。

2
0
2
5
年
3
月
に
は
7
回
目
と
な
る
『
国

際
室
内
楽
音
楽
祭
』
を
実
施
。
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

か
ら
13
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
奏
者
が
来
日
し
、
日

本
人
30
人
と
共
演
し
ま
す
。

♫
宇
都
宮
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
﨑
倫
子

　
宇
都
宮
例
会
は
2
0
1
6
年
に
発
足
し
、
今

年
で
9
年
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
月
１
回
、
基

本
的
に
は
第
１
土
曜
日
の
午
後
に
宇
都
宮
市
内

の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
本
例
会
の
会
員
数
は
多
く
な
い
こ
と
も

あ
り
、
他
例
会
や
非
会
員
の
方
の
参
加
も
多
く
、

毎
回
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
例
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
と
2
0
2
4
年

夏
に
は
、
日
光
霧
降
で
初
年
度
は
「
弦
楽
四
重

奏
の
会
」
の
方
々
と
、
2
年
目
は
県
内
の
ア
マ

オ
ケ
団
員
の
方
々
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
と

合
同
合
宿
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
年
も
実
施
予

定
で
す
の
で
、
栃
木
の
温
泉
に
入
り
、
餃
子
を

食
べ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
つ
い
で
に
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

♫
木
曜
会

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
口
誠
一

　
１
９
９
０
年
代
に

弦
楽
器
を
中
心
と
し

た
メ
ン
バ
ー
で
結
成

さ
れ
、
管
楽
器
の
充

実
に
伴
い
、
室
内

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し

て
の
活
動
も
平
行
し
て
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
現
在
、
第
１
木
曜
日
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
第

４
木
曜
日
に
室
内
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
６

月
と
12
月
に
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

♫
C
D
グ
レ
ー
ド
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
土
金
由
幸

　
室
内
楽
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
経
験
で
き
る
例

会
と
し
て
合
奏
曲
や
四
重
奏
曲
を
参
加
者
全
員

で
楽
し
く
弾
い
て
い
ま
す
。
初
め
は
弾
け
る
所

だ
け
弾
け
ば
良
い
と
い
う
方
針
の
も
と
、
易
し

め
の
曲
を
中
心
に
取
り
組
む
曲
を
前
も
っ
て
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
初
参
加
の
方
、
見
学
の

方
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
ま
た
久
し
ぶ
り
の
方

も
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

原
則
毎
月
第
4
日
曜
日　
13
時
～
17
時

A
P
A
ク
ラ
ブ
室

♫
木
曜
倶
楽
部　

　
　
　
　
　
　
　
上
松
康
子

　
今
年
は
木
曜
倶
楽
部
創
立
10
周
年
で
も
あ
り

ま
す
。
当
初
10
名
ほ
ど
だ
っ
た
会
も
、
今
で
は

20
数
名
と
な
り
、
H
P
経
由
の
会
員
も
少
し
ず

つ
増
え
て
い
ま
す
。“
仲
良
く
、
楽
し
く
合
奏
し

よ
う
”
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
学
生
時
代
の

部
活
の
よ
う
に
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
も
話
が
は
ず

み
ま
す
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
組
み

合
わ
せ
に
工
夫
し
て
全
員
が
楽
し
め
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
現
代
は
数
限
り
な
い
趣
味
を
楽
し
め
る
時
代

で
す
が
、
楽
器
を
嗜
む
方
に
と
っ
て
、
室
内
楽
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と
い
う
の
は
お
楽
し
み
が
詰
ま
っ
た
宝
庫
の
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
度
そ
の

味
を
知
っ
た
ら
止
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
の
お
い

し
さ
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
、

と
て
も
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

♫
火
曜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
守
屋
朋
子

　
火
曜
会
は
A
P
A
ク
ラ
ブ
室
を
活
動
拠
点
と

し
て
、
毎
週
火
曜
日
に
例
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。2
部
屋
に
区
切
っ
て
午
後
の
時
間
に
2
枠
、

計
4
枠
で
開
催
し
ま
す
。
40
人
ほ
ど
の
活
動
メ

ン
バ
ー
は
、
ほ
ぼ
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
、
都

合
の
合
う
火
曜
日
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
曲
の
練
習
期
間
と
し
て
1
ヵ
月
半
ほ
ど
を
想

定
し
て
、
開
催

日
の
2
ヵ
月

ほ
ど
前
に
は
演

奏
曲
と
演
奏
メ

ン
バ
ー
を
ア
レ

ン
ジ
し
ま
す
。

見
学
大
歓
迎
で

す
。

　

毎
年
7
月

に
は
、
近
郊
の

宿
泊
施
設
『
藤

野
芸
術
の
家
』
で
泊
り
が
け
の
合
宿
を
し
て
い

ま
す
。
普
段
の
定
例
会
で
は
取
り
上
げ
に
く
い
、

ピ
ア
ノ
入
り
や
六
重
奏
、
八
重
奏
が
よ
く
演
奏

さ
れ
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
あ
る
部
屋
を

3
部
屋
借
り
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
A
P
A
50
周
年
の
記
念
と
し
て
立
ち
上
げ
た

「
火
曜
日
の
午
後
は
室
内
楽
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
火
曜
会
に
関
す
る
記
事

を
載
せ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

♫
フ
ル
ー
ト
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渕
普
之

　
手
元
に
あ
る
「
第
2
回
フ
ル
ー
ト
を
楽
し
む

会
」
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
昭
和

51
年
（
1
9
7
6
）
8
月
8
日
（
日
）
銀
座
山

野
楽
器
4
階
ホ
ー
ル
、「
第
8
番 

グ
ル
ッ
ク　

フ
ル
ー
ト
コ
ン
チ
ェ
ル
ト　
馬
渕
普
之
（
fl
）

坂
井
由
貴
（
pf
）」
と
の
記
載
が
あ
り
ま

す
。
A
P
A
の
ス
タ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
時
期

に
張
り
切
っ
て
会
に
参
加
し
た
こ
と
を
今

で
は
と
て
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
現
在
の
「
フ
ル
ー
ト
を
楽
し
む
会
」
は
、
フ

ル
ー
ト
属
の
み
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
曲
に
特
化
し

て
い
ま
す
。
6
年
前
、
慢
性
的
な
高
齢
化
現
象

と
コ
ロ
ナ
禍
で
グ
ル
ー
プ
活
動
を
大
々
的
に
制

限
さ
れ
、
一
時
は
メ
ン
バ
ー
数
が
実
質
3
名

と
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
メ
ン

バ
ー
募
集
の
結
果
2
0
2
4
年
度
初
頭
に
9

名
ま
で
復
活
し
ま
し
た
の
で
、
年
間
の
月
例
会

の
計
画
を
組
み
、
3
月
末
に
は
年
間
を
振
り
返

る
「
〆
の
会
」
を
行
な
お
う
と
進
め
て
い
ま
す
。

♫
チ
ェ
ロ
の
会　

　
　
　
　
　
　
　
竹
内
康
高

　
チ
ェ
ロ
の
会
は
年
１
回
（
主
に
春
）、
ミ
ュ
ー

ザ
川
崎
で
開
催
し
て
い
る
、
チ
ェ
ロ
を
メ
イ
ン

に
し
た
室
内
楽
作
品
の
持
ち
寄
り
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
一
人
あ
た
り
の
演
奏
時
間
に
限
り
を
設

け
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
参
加

者
や
聴
衆
が
聴

い
て
楽
し
め
る

時
間
内
と
し
て

い
ま
す
。
チ
ェ

ロ
室
内
楽
作
品

は
メ
ジ
ャ
ー
な

も
の
は
限
ら
れ

ま
す
が
、
毎
回

マ
イ
ナ
ー
な
も

の
も
含
め
て
変

化
の
あ
る
曲
目

が
並
び
ま
す
。
チ
ェ
リ
ス
ト
が
A
P
A
会
員

で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
内
に
会
員
が
い
れ
ば
参
加
可
能
で
す
。
春
の

会
報
で
参
加
受
付
の
開
始
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

冬
の
会
報
で
コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
案
内
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ
た
り
聴
き
に
来

ら
れ
た
こ
と
が
な
い
会
員
の
方
々
も
、
一
度
、

聴
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

♫
チ
ェ
ロ
の
会
（
秋
の
チ
ェ
ロ
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
臼
井
博
昭

　
A
P
A
の
チ
ェ
リ
ス
ト
も
増
え
、
年
1
回

開
催
さ
れ
て
い
た
チ
ェ
ロ
の
会
で
は
発
表
の
場

が
足
り
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
中
馬
脩
さ
ん

の
発
起
で
2
0
1
9
年
2
月
4
日
に
品
川

駅
構
内
の
「
ぬ
る
燗
佐
藤
御
殿
山
茶
寮
」
に

チ
ェ
ロ
弾
き
8
名
が
集
ま
り
、
発
起
人
集
会

を
行
な
っ
た
結
果
、
秋
に
も
チ
ェ
ロ
の
発
表
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
1
回
を

2
0
1
9
年
10
月
13
日
に
小
山
台
会
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
そ
れ
以
降
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
い
年
は
20
人
近
い
出
演
者
が
お
り
、
な

か
な
か
交
流
の
機
会
の
な
い
チ
ェ
ロ
同
士
、
打

ち
上
げ
も
盛
り
上
が

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
弾
き
た
い
人
が
誰

で
も
弾
き
た
い
曲
を

発
表
で
き
る
よ
う
、

知
恵
と
工
夫
で
運
営

を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
幹
事
は

初
代
末
永
直
→
現
在

二
代
目
臼
井
博
昭
奮

闘
中
。

♫
ビ
オ
ラ
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
美
貴
子

　
ビ
オ
ラ
の
会
は
、
2
0
2
5
年
で
創
設
28
年

目
を
迎
え
ま
す
。
年
1
回
6
月
頃
に
開
催
し

て
い
ま
す
。
ビ
オ
ラ
の
人
も
立
っ
て
弾
こ
う
！

と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
ビ
オ
ラ
の
会
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
ビ
オ
ラ
が
主
役
」
で
す
。
み
な
さ

ん
ど
こ
か
ら
曲
を
見
つ
け
て
く
る
の
か
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
、
他
の
楽
器
か
ら
の
編
曲
、
い
く
つ

も
名
曲
が
並
び
、
熱
演
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
会
で
す
。
み
な
さ
ん
の
情

熱
に
支
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。

♫
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
弘
達

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
会
は
2
0
0
4
年
に
伊
藤

周
さ
ん
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、
2
0
2
5
年
で

創
立
22
年
を
迎
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
絶
え
間

な
く
活
動
を
続
け
、
2
0
1
4
年
～
2
0
2
4
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年
で
延
べ
4
6
0
人
が
演
奏
し

ま
し
た
。

　
現
在
年
2
回（
7
月
、2
月
）

の
演
奏
会
例
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
会
の

伝
統
と
し
て
、
演
奏
者
は
時
間

制
限
な
し
で
丸
々
1
曲
（
全
楽

章
）演
奏
す
る
の
が
通
例
と
な
っ

て
お
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者

の
み
な
ら
ず
、
ピ
ア
ノ
奏
者
に

と
っ
て
も
貴
重
な
全
曲
発
表
の
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
プ
ロ
の
演
奏
会
で
は
な
か
な
か
採
り

上
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
隠
れ
た
名
曲
が
披
露
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ら
で
は
の

充
実
し
た
演
奏
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

♫
弦
楽
四
重
奏
の
会

桑
名
尚
子

　
弦
楽
四
重
奏
は
室
内
楽
を
愛

す
る
弦
楽
器
奏
者
に
と
っ
て
の

究
極
の
目
標
で
す
が
、
半
端
な

時
間
と
努
力
で
こ
の
道
を
究
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
の
名
曲
に

触
れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
は

大
変
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
た

初
代
幹
事
さ
ん
に
よ
り
、
気
軽

に
弦
楽
四
重
奏
曲
に
親
し
め
る

場
と
し
て
2
0
0
4
年
に
発

足
し
ま
し
た
。
最
初
は
発
表
を

目
的
に
せ
ず
、
古
典
派
の
曲
を

中
心
に
い
つ
で
も
楽
し
め
る
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
皆
で
少
し
ず
つ

増
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
次
第

に
弦
四
の
道
を
よ
り
深
く
進
み
た
く
な
っ
て
き

て
、
最
近
は
演
奏
会
や
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
企

画
も
増
え
、取
り
組
む
曲
も
近
現
代
ま
で
拡
が
っ

て
き
ま
し
た
。
20
年
の
歴
史
の
中
、「
平
日
弦
四

の
会
」
が
あ
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、
今
は

幹
事
不
在
の
た
め
お
休
み
中
で
す
。

♫
ピ
ア
ノ
入
り
室
内
楽
の
会

藤
井
紀
子

　
会
報
を
た
ど
る
と
2
0
0
0
年
秋
に
初
め
て

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
竹
内
記
念
ラ
ウ
ン
ジ
に

て
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
場
所
を

ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
内
市
民
交
流
室
に
移
し
て
現
在

に
至
り
ま
す
。
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
ピ
ア

ノ
入
り
の
室
内
楽
の
会
」
は
全
曲
演
奏
で
き
る

数
少
な
い
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
二
重
奏
も

可
な
の
で
人
気
が
高
く
、
最
近
は
2
回
開
催
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
と
弦
だ
け

で
な
く
管
入
り
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

時
間
を
か
け
て
準
備
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

聴
き
甲
斐
も
弾
き
甲
斐
も
あ
る
演
奏
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

♫
b
b
s
F
B
例
会

田
部
幹
雄

　
A
P
A
‒
b
b
s
は
A
P
A
の
活
動
を
広

く
一
般
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
18
年
前
に
開

始
し
た
公
開
掲
示
板
で
す
。
登
録
メ
ン
バ
ー
を

主
体
に
コ
ン
サ
ー
ト
（
年
2
回
開
催
）
や
例
会

（
b
b
s 

F
B
例
会
）
を
通
し
て
交
流
を
深
め

よ
う
と
い
う
趣
旨
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

は
F
a
c
e
b
o
o
k
で
情
報
発
信
や
参
加
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

都
内
の
地
域
限
定
の
『
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
む

会
』（
大
田
区
、
品
川
区
、
江
東
区
）
と
も
連
携

し
、
室
内
楽
の
普
及
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

例
会
は
今
年
か
ら
第
2
土
曜
か
ら
第
3
土
曜

に
変
更
し
て
2
ヵ
月
お
き
に
ク
ラ
ブ
室
で
開
催

し
て
い
ま
す
が
、ご
希
望
が
あ
れ
ば
地
方
、施
設
、

海
外
で
の
開
催
も
検
討
い
た
し
ま
す
。
ご
要
望
は

ブ
ラ
キ
チ
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

♫
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
新 

巳
喜
男

　
チ
ェ
リ
ス
ト
に
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
っ
て
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
好
き
な
タ
イ
プ
と

あ
く
ま
で
も
ソ
ロ
演
奏
を
好
む
タ
イ
プ
に
分
か

れ
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
に
誕
生
し
た
歴
史

の
浅
い
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
例
会
は
紛
れ
も

な
く
前
者
の
タ
イ
プ
の
チ
ェ
リ
ス
ト
が
集
ま
り
、

持
ち
寄
っ
た
譜
面
で
古
今
東
西
の
名
曲
に
毎
回

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
最
大
の
特
徴
は
、
単
一
楽

器
で
す
か
ら
、
ど
の
パ
ー
ト
を
演
奏
し
て
も
よ

く
、
本
人
の
技
量
に
あ
っ
た
パ
ー
ト
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
時
計
回
り
に
譜
面
を

回
覧
す
る
こ
と

も
、
他
の
例
会

で
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
遊
び

方
で
し
ょ
う
。

　

毎
月
第
３
金

曜
日
の
午
後
に

ク
ラ
ブ
室
で
の

開
催
が
基
本
で

す
。
こ
の
と
こ

ろ
「
秋
の
チ
ェ

ロ
の
会
」
に
は
毎
回
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

出
演
し
て
い
ま
す
。
3
月
の
A
P
A
設
立
50
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
で
は
、新
し
い
入
会
メ
ン
バ
ー

も
加
え
て
、
8
名
で
「
ブ
ラ
ジ
ル
風
バ
ッ
ハ
第

1
番
」
に
挑
戦
し
ま
す
。

♫
女
性
作
曲
家
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
守
屋
朋
子

　
今
ま
で
に
女
性
作
曲
家
の
曲
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
5
回
、
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
1
回
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
10
曲
ほ
ど
演
奏
し
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
弾
き
た
い
曲
が
山
の
よ
う
に
残
っ
て
い
ま

す
。
印
刷
楽
譜
が
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及

び
参
照
で
き
る
音
源
が
あ
る
こ
と
、
を
前
提
と

し
て
演
奏
曲
を
探
し
て
い
ま
す
。
繰
り
返
し
演

奏
さ
れ
る
曲
も
出
て
き
て
、
新
し
い
定
番
曲
が

出
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
女
性
作
曲
家
と
い
う
枠
か
ら
音
楽
の
歴
史
を

眺
め
て
み
る
、
あ
る
い
は
視
点
を
ず
ら
し
て
み

る
だ
け
で
違
っ
た
世
界
が
広
が
る
こ
と
を
面
白

く
思
い
ま
す
。
ま
た
歴
史
が
取
捨
選
択
の
中
で

落
と
し
て
き
た
も
の
の
も
っ
た
い
な
さ
を
感
じ

ま
す
。
音
楽
の
歴
史
は
、
そ
の
半
分
し
か
見
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
埋
も

れ
て
い
る
宝
の
山
を
み
な
さ
ま
も
一
緒
に
発
掘

し
ま
せ
ん
か
。

♫
室
内
楽
全
曲
の
会

有
馬
善
一

　
今
年
6
月
の
例
会
で
67
回
目
と
な
り
ま
す
。

発
表
会
形
式
の
例
会
で
す
。
概
ね
年
2
回
の

ペ
ー
ス
で
の
開
催
で
す
が
、
30
年
以
上
続
い
て
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い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
会
の
発
起
人
は
A
P
A
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
た
山
田
楊
平
さ
ん
で
す
。
例
会
の
趣
旨

は
、
普
段
な
か
な
か
で
き
な
い
室
内
楽
の
大
曲

で
も
心
置
き
な
く
弾
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
演
奏
時
間
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

過
去
に
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
弦
楽
五
重
奏
曲
や

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
七
重
奏
曲
な
ど
も
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
後
、
有

馬
が
2
0
1
7
年
か
ら
世
話
人
を
引
き
継
い

で
い
ま
す
。

　
主
な
会
場
は
尼
崎
市
の
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

小
ホ
ー
ル
で
す
。
比
較
的
低
廉
な
料
金
で
使
用

で
き
、
音
の
響
き
も
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
長
く
続
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

♫
エ
イ
パ
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

梶
岡 

肇

　
室
内
楽
中
心
の
会
で
、
毎
年
2
月
と
9
月

に
そ
れ
ぞ
れ
別
会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
特

に
9
月
は
会
場
に
電
子
チ
ェ
ン
バ
ロ
が
あ
る
の

で
、
バ
ロ
ッ
ク
曲
も
演
奏
さ
れ
ま
す
。

♫
京
都
日
曜
例
会
・
火
曜
例
会

斎
藤 

武

 　
日
曜
例
会
、
火
曜
例
会
と
も
に
、
会
場
は
、

京
都
市
中
京
区
西
木
屋
町
通
四
条
上
る
紙
屋
町 

6
7
2
、
永
原
ビ
ル
４
F
で
す
。
阪
急
河
原
町

駅 

A 

出
口
よ
り
す
ぐ
。
ど
ち
ら
も
月
１
回
ず
つ

開
催
し
て
い
ま
す

　
時
間
13
時
～
16
時
、
ま
た
は 

9
時
30
分
～

12
時
30
分
。
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
電
子
ピ
ア
ノ
、

譜
面
台
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
自
希
望

曲
の
持
ち
寄
り
で
す
。
手
持
ち
の
曲
が
な
く
て

も
、
予
約
な
し
で
も
、
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
会
費
は 

5
0
0 

円
程
度
/
1 

回
。

　
開
催
予
定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
は
、
例
会
の

掲
示
板 

に
そ
の
つ
ど
掲
示
さ
れ
ま
す
（
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
ご

意
見
、
ご
希
望
な
ど
自
由
に
書
き

込
み
可
。
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
オ
ケ

譜
面
が
完
備
し
て
お
り
ま
す
。 

　
現
在
、
w
e
e
k
d
a
y 

で
も
参
加
可
能
な

ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
を
求
め
て
お
り
ま
す
。 

♫
京
都
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

有
馬
善
一

　
今
年
3
月
の
例
会
で
41
回
目
と
な
り
ま
す
。

2
0
0
4
年
に
始
ま
っ
た
発
表
会
形
式
の
例
会

で
す
。年
2
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
時
京
都
在
住
の
有
馬
が
発
起
人
で
、
現
在
も

世
話
人
を
し
て
い
ま
す
。

　
例
会
の
趣
旨
は
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
か
ら
編
成
の

大
き
な
室
内
楽
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
に
か
か
わ
ら

ず
発
表
を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
演
奏
時
間

は
だ
い
た
い
30
分
以
内
と
し
て
い
ま
す
。
小
品

か
ら
大
曲
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
主
な
会
場
は
京
都
市
の
北
文
化
会
館
創
造
活

動
室
で
す
。
抽
選
の
倍
率
が
高
い
た
め
、
会
場

が
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
音
の
響
き

が
大
変
よ
い
と
出
演
者
に
は
好
評
で
す
。
皆
さ

ん
意
欲
的
な
演
奏
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

京
都
市
の
広
報
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
見
て
、
聴
き
に
来
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。　
　

♫
京
阪
例
会
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト辻

本 

馨

　
京
阪
例
会
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
発

表
会
形
式
の
例
会
で
す
。
2
0
0
4
年
4
月

4
日
に
1
回
目
の
例
会
を
行
な
い
、
今
年
で

21
年
目
、5
月
4
日
で
第
57
回
目
を
迎
え
ま
す
。

例
会
発
足
当
初
は
年
間
4
回
例
会
を
行
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
春
と
秋
、
年
間
2
回

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
演
奏
は
ソ
ロ
か
ら
重
奏
、

声
楽
か
ら
器
楽
と
幅
広
く
、
皆
さ
ん
の
熱
演
が

毎
回
楽
し
み
で
す
。

♫
新
ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン

梶
岡 

肇

　
関
西
の
例
会
の
中
で
は
か
な
り
伝
統
の
あ
る

例
会
で
す
。
い
ろ
い
ろ
変
遷
を
経
て
、
現
在
は

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
お
よ
び
ピ
ア
ノ
を
含
む
デ
ュ
オ
の

例
会
と
し
て
、
だ
い
た
い
2
月
か
3
月
ご
ろ

と
10
月
ご
ろ
の
年
2
回
開
催
で
す
。
毎
回
多
く

の
参
加
者
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

♫
声
楽
と
ピ
ア
ノ
の
会

舟
本
典
彦

　
い
き
な
り
幹
事
を
引
き
継
ぎ
ま
し
て
か
ら
、

早
い
も
の
で
12
年
に
な
り
ま
し
た
。「
声
楽
と
ピ

ア
ノ
の
会
」
と
唄
っ
て
は
い
ま
す
が
、
か
な
り

ラ
フ
な
組
み
合
わ
せ
で
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
出

て
い
ま
す
。
年
3
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

♫
西
北
サ
ロ
ン

宮
野
晶
子

　
2
0
0
4
年
に
始
め
た
会
で
、
昨
年
結
成
20

年
、
第
60
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
員
の
方
の
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
音
楽
院
で
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、響
き
の
良
い
ホ
ー

ル
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
デ
ュ
オ

以
上
の
発
表
会
形
式
の
例
会
で
す
。
デ
ュ
オ
は

15
分
以
内
、
そ
れ
以
上
は
18
分
以
内
と
し
、
多

く
の
方
に
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
例
会
の
後
の
打
ち
上
げ
も

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
音
楽
談
議
に
花
を
咲

か
せ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
年
に
3
回
、3
月
、

7
月
、
11
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
方

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

♫
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
の
会

梶
岡 

肇

　
2
0
1
4
年
5
月
に
2
台
ピ
ア
ノ
必
須
の

曲
の
み
の
「
2
台
ピ
ア
ノ
の
会
」
と
し
て
発
足

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
連
弾
も
O
K
と
し
て
い

ま
す
。
毎
年
5
月
後
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

♫
自
由
合
奏
の
会

梶
岡 

肇

　
関
西
は
ほ
と
ん
ど
発
表
会
形
式
の
例
会
な
の

で
、
も
っ
と
自
由
に
合
奏
で
き
る
場
と
し
て

2
0
1
4
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
は
毎
年

1
月
初
め
に
新
年
会
を
兼
ね
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
演
奏
し
た
い
曲
の
楽
譜
を
持
ち
寄
っ
て
、

そ
の
場
に
い
る
メ
ン
バ
ー
で
即
席
合
奏
を
楽
し

APA例会・定例発表会
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む
と
い
う
趣
旨
の
会
で
す
。

♫
神
戸
ソ
ロ
・
デ
ュ
オ
の
会

松
本
め
ぐ
み

　
ソ
ロ
と
デ
ュ
オ
の
み
の
会
で
す
。
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
も
可
。
1
組
30
分
ぐ
ら
い
ま
で
。
神
戸
市
王

子
公
園
前
の
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
4
0
1
号

に
て
年
4
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
回
皆
さ
ん

の
熱
演
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
音
楽
で
さ
ま

ざ
ま
な
想
い
を
感
じ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
選
曲
も
多
様
で
、
毎
回
世
界
中
の

国
々
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、
音
楽
の
旅

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
、
ご
視
聴
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

♫
弦
楽
合
奏
の
会

松
本
め
ぐ
み

　
1
日
で
弦
楽
合
奏
を
練
習
し
て
録
画
す

る
会
で
す
。
室
内
楽
で
は
難
し
い
弦
楽
四
重

奏
曲
も
合
奏
で
は
1
日
で
合
わ
せ
ら
れ
る

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
録
画
は
編
集
し
て

Y
o
u
T
u
b
e

の
A
P
A
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
投
稿
し

て
い
ま
す
。

　
会
場
は
神
戸
市

の
王
子
公
園
前
の

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
4
0
1
号

で
年
2
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
録

画
は
何
度
か
撮
り
直
し
た
り
大
変
で
す
が
、
い

つ
も
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

♫
バ
ロ
ッ
ク
の
会

有
馬
善
一

　
2
0
2
2
年
に
バ
ロ
ッ
ク
時
代
と
そ
れ
以
前

の
音
楽
を
楽
し
む
た
め
の
例
会
を
発
起
人
の
有

馬
が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
初
年
1
回
の
開
催

で
し
た
が
、
今
後
は
年
2
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

会
で
す
。

　

関
西
A
P
A
所
有
の
電
子
チ
ェ
ン
バ
ロ

（
ロ
ー
ラ
ン
ド
C
|

30
）
を
使
っ
て
、
バ
ロ
ッ

ク
時
代
の
優
雅
な
響

き
を
身
近
に
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
事
に
な
り
ま
す

が
、
例
会
を
始
め
た

こ
ろ
に
ヴ
ィ
オ
ラ
・

ダ
・
ガ
ン
バ
を
始
め

ま
し
た
。
フ
ラ
ウ
ト・

ト
ラ
ベ
ル
ソ
を
演
奏

す
る
仲
間
も
い
ま

す
。
今
後
、「
ピ
リ
オ
ド
楽
器
」
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
奏
協

奏
曲
な
ど
小
編
成
の
管
弦
楽
の
合
奏
も
や
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

会
場
は
電
子
チ
ェ
ン
バ
ロ
を
設
置
し
て
い

る
大
阪
あ
び
こ
の
ラ
ン
ズ
ホ
ー
ル
（
マ
ン
シ
ョ

ン
の
半
地
下
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
ホ
ー
ル
）

で
す
。　
　
　
　

♫
京
都
室
内
楽
サ
ロ
ン

森 

幸
子

　
2
0
2
3
年
秋
に
第
1
回
を
開
催
し
た
ば

か
り
の
で
き
立
て
ほ
や
ほ
や
の
音
楽
サ
ロ
ン
で

す
。
年
2
回
春
と
秋
に
観
光
客
で
超
混
み
と

な
る
京
都
の
中
心
地
（
四
条
河
原
町
）
で
開
催

し
ま
す
。
発
表
部
門
と
即
席
室
内
楽
部
門
と
弦

楽
合
奏
部
門
の
構
成
で
、
午
後
１
時
半
か
ら
６

時
ま
で
演
奏
を
堪
能
し
て
も
ら
う
と
い
う
試
み

で
始
め
ま
し
た
。
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
即
席
室
内
楽
部
門
。４
曲
の
候
補
を
決
め
て
、

個
人
で
希
望
曲
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
、
こ
ち

ら
で
編
成
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　
当
日
は
開
演
前
に
リ
ハ
ー
サ
ル
、
午
後
に
発

表
。
毎
回
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
聴
け
ま
す
。
弦

楽
合
奏
は
全
員
が
参
加
。
打
ち
上
げ
は
す
ぐ
そ

ば
の
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」（
‼
）
の
広
い
20
人
用

個
室
。「
聴
い
た
・
弾
い
た
・
飲
ん
だ
」
の
楽

し
い
会
で
す
。

APA例会・定例発表会

各
例
会
・

定
例
発
表
会
へ
の

お
問
い
合
わ
せ

各
例
会
・
定
例
発
表
会
で
は
、

広
く
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

室
内
楽
の
醍
醐
味
を

存
分
に
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
室
内
楽
は
初
め
て
」
の
方
に
も

優
し
く
応
対
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
は

左
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

一
覧
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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APA50周年記念に寄せて

50年ぶりにロゴを改訂
APA では、創立 50 周年を機に 

①これからの APA を担っていただける現 APA 会員より相対

的に若い新入会員を呼び込むこと。 

②現会員の皆さんの求心力やモチベーションをより向上して

いただくこと 

の２つを目的に、APA ロゴの刷新と APA の魅力を端的に表

現するタグライン、ステイトメント（タグラインの説明文）

を APA ロゴ作成プロジェクト委員会と、博報堂・米村浩さ

んのチームとで意見交換をしながらシェイプアップ。最終的

な２案で 2024 年 3 月に会員アンケートを実施。その結果、

採択されたのが、この新しいロゴです。

五線をモチーフにしたシンプルなデザイン、「室内楽で、つ

ながる」という、APA の理念をわかりやすく表現したタグラ

イン、そして「室内楽で、つながる」世界観を描写したステ

イトメント。これらは、室内楽をこよなく愛する私たちへの

エールです。なお、本記念誌では、50 周年記念特別仕様の

ロゴを表紙周りで使用しています。

わたしの出す音が
あなたの音と立体的に絡み合う。
その感覚は、たまらない。

それはまるでお互いの
自己紹介のよう。

様々な人々との出会いは、
私たちの人生を彩り、豊かにしてくれる。

室内楽はきっと、そんなつながりを深める入り口となる。

さあ、新しい世界とつながろう。

50周年記念イベントの開催

50周年記念ツールの制作

50th Anniversary 15

APA では、創立 50 周年
に寄せて、50 周年記念誌

（本誌）を制作。創立時の
思いを始め、50 年の歴史
を詳細に振り返りました。
また、記念イベント開催、
各種記念グッズ（ステッ
カー、キーホルダー、ポー
チ、トートバッグ、6B 鉛
筆）も制作しています。



写真で見る年次大会

2009.2.15　葛飾シンフォニーヒルズ　クライネス・コンツェルトハウス　97 名

2010.1.31　設立35周年　さいたま芸術劇場　ジャパン・ストリング・カルテット　130名

2017.3.5　昭和音楽大学　155 名

2019.3.9　分散年次大会　葛飾シンフォニーヒルズほか。
西宮 28、名古屋 35、大倉山 39、豊洲 47、葛飾 62 の合
計 211 名

2021.5.23   ベートーヴェン生誕 250 年①　79 名

2012.2.16 　葛飾シンフォニーヒルズ　クァルテット・エクセルシオ　155 名

2014.2.16　さいたま芸術劇場　クワトロ・ピアチェーリ　135名

2015.2.22   設立 40 周年　さいたま芸術劇場　ジャパン・ストリング・カルテット　161 名

50th Anniversary 16



1980.9.22　野辺山合宿     90 名

1983.8.1     志賀高原合宿     Cd 家田厚志　170 名

1985.8.3    志賀高原合宿　150 名

1990.7.22    河口湖音楽祭　Cd 岩淵竜太郎 & カウフマン　110 名

1978.7.31　軽井沢セミナーハウス合宿    36 名

1989.8.6   河口湖音楽祭　135 名

1991.7.28 　河口湖音楽祭　東京ベートーヴェンカルテット　140 名

写真で見る合宿音楽祭①

クラブ室にも掲示されている合宿写真
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1994.7.31   河口湖音楽祭　イソ弦楽四重奏団　112 名

1996.10.12    河口湖音楽祭　宮本恵　佐々木真　94 名

1995.7.30    河口湖音楽祭　久合田緑 　中島良能　110 名

1998.10.11　河口湖音楽祭　ゼクステット魅生瑞　105 名

1999.10.11　河口湖音楽祭　アンサンブル・アルゴス   115 名

2002.10.20　河口湖音楽祭　アンサンブル・ヴェガ    96 名

2001.10.21　河口湖音楽祭　アンサンブル・シンポシオン　101 名

2004.10.17    河口湖音楽祭　Opus1+ 守山光三、阿部麿    100 名

2005.10.16    河口湖音楽祭　BSC カルテット + 森澤泰　89 名2006.10.15    河口湖音楽祭　エラン弦楽四重奏団 + 馬込勇　94 名
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写真で見る合宿音楽祭②

2007.10.14    河口湖音楽祭　オブリオンカルテット + 阿部麿　95 名

2014.10.20    河口湖音楽祭　WAO 弦楽四重奏団　77 名

2010.10.15    河口湖音楽祭　カントゥスカルテット＋鎌田比呂美　100 名

2015.10.18    河口湖音楽祭　西野ゆか、阿部麿 Family　72 名

2022.9.23-25　つま恋室内楽合宿　52 名2023.9.22-24　つま恋室内楽合宿　68 名

2024.9.20-22　つま恋室内楽合宿　72 名
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50th Anniversary 20

会
報
に
寄
せ
て

会
報
編
集
室　
米
倉
敦
子

―
―
―
あ
る
日
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
A
P
A
の
会
報
。
あ
な
た

は
す
ぐ
に
開
封
し
て
読
み
始
め
ま
す
か
？　
そ
れ
と
も
・
・
・

【
１
】
会
報
の
こ
れ
ま
で　
～
会
報
を
作
っ
て
き
た
人
た
ち
～

　
記
念
す
べ
き
第
１
号
の
会
報
が
発
行
さ
れ
た
の
は
１
９
７
４
年

９
月
15
日
。
発
行
人
は
、
そ
の
時
か
ら
最
新
の
第
1
8
9
号
ま
で

一
貫
し
て
永
田
雅
夫
副
理
事
長
で
す
。
初
め
の
10
年
余
り
、
発
行

回
数
や
間
隔
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
1
9
8
8
年

５
月
第
43
号
か
ら
は
年
４
回
の
発
行
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
号
～
第
６
号
は
、
入
江
潔
さ
ん
・
松
波
龍
一
さ
ん
・
渡
部
二

郎
さ
ん
・
桑
畑
智
英
子
さ
ん
の
４
人
で
編
集
作
業
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
9
7
6
年
２
月
第
７
号
か
ら
は
、
石
原
章
夫
さ
ん
を
中
心

に
、
草
部
博
達
さ
ん
、
馬
淵
清
資
さ
ん
、
渡
辺
文
子
さ
ん
、
塩
川
真

一
郎
さ
ん
が
複
数
体
制
で
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
1
9
8
2

年
２
月
第
25
号
か
ら
加
わ
っ
た
星
名
孝
行
さ
ん
は
、
27
号
か
ら
は
お

一
人
で
20
年
間
編
集
者
を
務
め
ら
れ
、
2
0
0
0
年
３
月
第
90
号

で
濱
田
和
博
さ
ん
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
20
年
後
、

2
0
2
0
年
6
月
第

1
7
1
号 

よ
り
米
倉

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

各
楽
器
を
手
に
し
た

イ
ラ
ス
ト
は
初
代
編

集
者
の
一
人
で
あ
る

松
波
龍
一
さ
ん
が
考

案
さ
れ
、
1
9
7
5

～
2
0
2
3
年
発

行
の
名
簿
表
紙
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
松
波
さ
ん
は
前
A
P
A

ロ
ゴ
の
考
案
者
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
本
文
中
の
イ
ラ
ス
ト
は
、

１
９
９
３
年
12
月
第
62
号
か
ら
鈴
木
克
身
さ
ん
、
２
０
０
６
年
９

月
第
１
１
６
号
か
ら
K
A
O
さ
ん
、
２
０
２
４
年
第
1
8
6
・

1
8
7
号
は
北
川
ひ
な
子
さ
ん
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
A
P
A
の
公
式
サ
イ
ト
が
藤
田
勝
四
郎
さ
ん
に
よ
っ
て

1
9
9
7
年
7
月
に
開
設
さ
れ
、2
0
0
2
年
6
月
第
99
号
よ
り
、

サ
イ
ト
内
の
会
員
ペ
ー
ジ
で
も
会
報
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
会
員
ペ
ー
ジ
担
当
者
の
辞
任
後
、
残
念
な
が
ら

2
0
2
3
年
度
第
1
8
5
号
で
更
新
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
２
】
会
報
が
お
手
元
に
届
く
ま
で

　
編
集
室
は
発
行
日
の
3
週
間
余
り
前
か
ら
動
き
出
し
ま
す
。
ま

ず
、
例
会
幹
事
・
全
ア
ド
レ
ス
登
録
会
員
宛
に
メ
ー
ル
で
原
稿
を

依
頼
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
原
稿
を
整
え
、
発
行
人
の
永
田
副
理
事

長
か
ら
巻
頭
ペ
ー
ジ
の
原
稿
や
事
務
局
便
り
を
い
た
だ
い
て
全
体

を
整
理
し
、
発
行
人
が
最
終
確
認
、
そ
の
後
、
印
刷
会
社
に
発
注

し
ま
す
。
以
前
は
こ
こ
で
ホ
ッ
と
で
き
た
の
で
す
が
、
昨
年
か
ら

は
ウ
ェ
ブ
版
の
仕
上
げ
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
発
行
日
前
に

何
と
か
仕
上
げ
て
P
D
F
化
し
、
一
段
落
。
そ
し
て
、
発
行
日
当

日
に
は
ク
ラ
ブ
室
で
の
発
送
作
業
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
く
だ

さ
る
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
会
報
を
封
筒
に
封
入
。
郵
便
局

へ
運
び
込
み
、
や
っ
と
終
了
と
な
り
ま
す
。　

【
３
】
会
報
の
“
中
身
”

　
印
刷
版
の
巻
頭
に
は
本
部
企
画
の
お
知
ら
せ
が
満
載
で
す
。
そ

の
あ
と
は
「
告
知
板
」
と
し
て
一
般
会
員
か
ら
の
投
稿
・
会
員
紹

介
と
続
き
ま
す
。
そ
し
て
メ
イ
ン
の
例
会
活
動
。
み
な
さ
ん
は
各

例
会
の
掲
載
順
が
お
よ
そ
決
ま
っ
て
い
る
の
に
お
気
づ
き
で
し
ょ

う
か
？　
関
東
・
首
都
圏
は
名
簿
掲
載
順
、
関
西
は
印
刷
版
の
活

動
予
定
が
実
施
日
順
・
ウ
ェ
ブ
版
の
活
動
報
告
が
名
簿
順
に
な
っ

て
い
ま
す
（
記
念
誌
の
例
会
紹
介
も
名
簿
掲
載
順
で
す
）。
締
め
は

事
務
局
便
り
。
理
事
会
報
告
な
ど
A
P
A
の
根
幹
に
か
か
わ
る
内

容
も
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
を
。

　
2
0
2
4
年
6
月
第
1
8
7
号
よ
り
、
印
刷
版
A
と
ウ
ェ
ブ

版
B
の
二
部
構
成
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
版
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

で
お
世
話
に
な
っ
た
講
師
の
先
生
の
講
話
や
各
例
会
の
活
動
報
告

を
た
っ
ぷ
り
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
写
真
も
豊
富
で
、
例
会

の
サ
イ
ト
や
活
動
を
紹
介
す
る
動
画
へ
つ
な
が
る
リ
ン
ク
も
貼
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
版
発
行
が
決
ま
っ
た
の
が
急
で
し
た
の
で
編
集
室
で
は

す
ぐ
に
対
応
で
き
ず
、
桑
名
尚
子
さ
ん
に
基
本
と
な
る
デ
ザ
イ
ン

を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
勉
強
し
な
が
ら
上
書
き
し

て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
そ
の
考
え
は
甘
く
、
イ
ン
デ

ザ
イ
ン
と
い
う
私
に
と
っ
て
未
知
の
ソ
フ
ト
と
格
闘
す
る
猛
暑
の

8
月
と
な
り
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
慣
れ
な
い
P
C
ソ
フ
ト
に
四
苦

八
苦
し
て
い
ま
す
。

【
４
】
会
報
の
こ
れ
か
ら

　
将
来
、
会
報
が
全
面
ウ
ェ
ブ
化
す
る
こ
と
は
必
至
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
般
的
に
紙
媒
体
の
長
所
と
し
て
は
、
そ
こ
に
あ
る
だ
け

で
読
め
る
、
一
目
で
全
体
像
が
わ
か
る
、
保
管
し
や
す
い
、
目
に

や
さ
し
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
ウ
ェ
ブ
の
長
所
は
、

I
T
機
器
が
あ
り
、
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
で
も
読

め
る
、（
会
報
の
場
合
）
カ
ラ
ー
で
見
や
す
い
、
文
字
の
サ
イ
ズ
変

更
が
可
能
、
保
管
に
場
所
を
と
ら
な
い
な
ど
で
し
ょ
う
。

　
あ
る
調
査
で
は
80
代
の
6
割
以
上
が
ス
マ
ホ
所
持
者
と
の
こ
と
。

で
も
電
話
と
メ
ー
ル
・
L
I
N
E
く
ら
い
し
か
利
用
し
な
い
人
も

多
い
よ
う
で
す
。
A
P
A
の
基
本
精
神
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
と
で
も
」
に
則
っ
て
考
え
る
と
、
会
報
を
含
む
諸
連
絡
を
全

面
ウ
ェ
ブ
化
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
時
間
を
か
け
て
着
地
点

を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

ウ
ェ
ブ
会
報
を
作
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も
、
大
い
に
議
論
の

余
地
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
の
最
大
の
課
題
は
後
継
の
編
集
者
発
掘
で
す
。
A
P
A
の

公
式
情
報
誌
で
あ
る
会
報
を
将
来
担
っ
て
い
た
だ
け
る
方
に
う
ま

く
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
ま
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
読
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A
P
A
会
報

Web 版会報として編集された最初の号

50 年前誕生の初代ロゴ



　
エ
イ
パ
ク
ラ
ブ
室
と
は
、
新
宿
歌
舞
伎
町
に
あ
る
エ
イ
パ
の
事

務
室
兼
合
奏
室
で
、
運
営
を
担
当
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
室
代
表
は
２
年

前
か
ら
海
津
暁
夫
さ
ん
。
合
奏
室
と
し
て
の
利
用
者
は
年
会
費
と

別
途
ク
ラ
ブ
室
会
費
を
払
う
こ
と
で
、
鍵
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
予
約
可
能
な
I
D
を
付
与
さ
れ
ま
す
。
現
在
登
録
会
員
58
名
。

　
隣
室
と
の
壁
に
防
音
ブ
ロ
ッ
ク
と
床
面
に
遮
音
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ
ト
を
施
し
た
準
防
音
合
奏
室
は
20
平
米
で
、
事
務
室
も
20
平

米
。
両
室
は
２
重
の
ガ
ラ
ス
戸
に
よ
り
、
２
室
で
の
同
時
合
奏
が

可
能
。
火
曜
会
や
、
C
D
グ
レ
ー
ド
例
会
、
木
曜
倶
楽
部
、
チ
ェ

ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
例
会
な
ど
多
く
の
例
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

備
品
と
し
て
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
、
電
子
チ
ェ
ン
バ
ロ
、
Vn
、

Va
、
Vc
２
台
、
譜
面
台
20
本
。

常
備
楽
譜
5
0
0
曲
は
ジ
ャ

ン
ル
別
に
閲
覧
用
B
o
x
に

収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
務
室

で
は
、
月
２
回
、
隔
週
水
曜
日

が
事
務
日
で
、
A
c
c
e
s
s

に
よ
る
会
員
会
費
管
理
と

E
x
c
e
l
に
よ
る
N
P
O

法
人
会
計
が
数
名
の
有
志
会
員

と
の
業
務
委
託
契
約
に
基
づ

き
、
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
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N
P
O
法
人
と
し
て

N
P
O
法
人
と
は
…

副
理
事
長　
永
田
雅
夫

　
A
P
A
の
運
営
拠
点
は
、
設
立
時
の
個
人
宅
か
ら
、
ク
ラ
ブ
室
と

い
う
賃
貸
事
務
室
（
1
9
7
7
年
）、
所
有
権
登
記
付
き
自
前
の
西

村
記
念
ク
ラ
ブ
室
（
1
9
9
4
年
）
へ
と
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
運

営
体
制
も
任
意
団
体
か
ら
、
エ
イ
パ
ク
ラ
ブ
室
所
有
の
た
め
の
株
式

会
社
組
織
（
1
9
9
4
年
エ
イ
パ
ク
ラ
ブ
株

式
会
社
設
立
）
を
経
て
、
2
0
0
8
年
特

定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
）
に
移
行
。

さ
ら
に
2
0
1
0
年
に
は
国
税
庁
か
ら
、

2
0
2
0
年
に
は
東
京
都
か
ら
各
５
年
間
の

認
定
N
P
O
法
人
資
格
（
注
１
）
を
得
て

い
ま
す
。

　
N
P
O
法
人
と
し
て
エ
イ
パ
ク
ラ
ブ
室

を
所
有
す
る
た
め
に
、
額
面
５
万
円
で
10
年

償
還
の
「
発
展
エ
イ
パ
債
」
と
い
う
債
券
を
1
0
0
口
以
上
発
行

し
て
会
員
有
志
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
財
政
基
盤
（
適

正
な
資
産
）
も
あ
る
程
度
整
っ
た
状
態
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
楽
し
む
た
め
だ
け
だ
っ
た
サ
ー
ク
ル
が
、
N
P
O
の
看

板
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
輪
を
広
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

多
く
の
愛
好
家
と
つ
な
が
っ
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
が
加
わ
り

ま
し
た
。
定
款
上
で
は
、
従
来
通
り
楽
し
む
だ
け
で
良
い
方
は
登

録
会
員
、
N
P
O
の
活
動
に
関
わ
っ
て
ゆ
き
た
い
方
が
正
会
員
と

な
っ
て
お
り
現
状
ほ
ぼ
半
々
の
状
態
で
す
。

　
合
奏
趣
向
で
は
、
積
極
的
に
発
表
し
た
い
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
内
輪
で
楽
し
み
た
い
方
々
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の

で
、
企
業
の
よ
う
に
一
つ
の
方
策
で
突
き
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
と
ア
イ
デ
ア
の
あ
る
方
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
人
的
・
財
政
的
に
あ
る
程
度
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
、
取
り
組
め
る
組
織
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
注
１
）
認
定
N
P
O
法
人
：
都
道
府
県
か
ら
認
定
さ
れ
、
寄
付
金
に
対
し

て
確
定
申
告
で
税
額
控
除
で
き
る
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
税
制
優
遇
が
あ
る
法
人
で
、「
よ
り
客
観
的
な
基
準
に

お
い
て
、
高
い
公
益
性
を
も
っ
て
い
る
」
と
判
定
さ
れ
た
法
人
。

資
格
は
５
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
。

エ
イ
パ
ク
ラ
ブ
室
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京
都
生
ま
れ
。
東
京
大

学
管
弦
楽
団
在
籍
、
大

手
繊
維
会
社
を
経
て
大

手
百
貨
店
時
代
に
エ
イ

パ
に
参
加
。
1
9
7
4

年
設
立
準
備
会
で
は
顧

問
、
78
年
正
式
発
足
時

に
会
長
就
任
。

　

氏
の
活
動
は
活
発
で
、

青
山
の
お
宅
と
前
任
地

の
住
ま
い
で
あ
る
芦
屋

を
毎
月
往
復
さ
れ
て
東
京
と
関

西
の
例
会
に
参
加
。
年
に
数
度
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
海
外
旅

行
を
こ
な
さ
れ
る
中
で
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｐ

の
仲
間
と
の
交
流
も
続
け
ら
れ
、

1
9
7
5
年
エ
イ
パ
で
最
初
の

訪
米
旅
行
（
参
加
6
名
）
を
敢

行
さ
れ
た
。

　

ご
家
族
は
過
去
、
お
嬢
さ
ま
、

お
孫
さ
ん
4
名
が
会
員
の
時
も

あ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
活
動
。
合

宿
委
員
を
担
当
さ
れ
て
い
る
茅
野
市
の
Vn
水
戸

真
紀
さ
ん
が
お
孫
さ
ん
の
一
人
。

　

1
9
8
2
年
、
氏
が
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
エ

イ
パ
拠
点
と
な
る
事
務
所
兼
合
奏
室
購
入
の
提

案
を
う
け
、
副
会
長
柳
原
直
彦
氏
が
専
務
を
務

め
る
木
田
建
設
の
歌
舞
伎
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
・

パ
レ
ド
ー
ル
歌
舞
伎
町
に
東
京
ク
ラ
ブ
室
を
移

転
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
室
は
1
9
9
4
年
に
は
、

会
員
有
志
で
設
立
し
た
エ
イ
パ
ク
ラ
ブ
株
式
会

社
で
10
年
間
の
年
賦
で
格
安
で
購
入
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
数
年
後
、
債
権
を
引
き
継
が
れ
た

奥
様
か
ら
残
り
の
年
賦
辞
退
の
お
申
し
出
が
あ

り
、
そ
の
後
、
数
年
間
、
多
く
の
ゲ
ス
ト
招
聘

に
活
用
。
2
0
0
8
年
に
は
N
P
O
法
人
化
に

伴
い
、
エ
イ
パ
に
所
有
権
を
移
転
し
た
が
、「
西

村
記
念
エ
イ
パ
東
京
ク
ラ
ブ
室
」
が
正
式
呼
称

で
、
ク
ラ
ブ
室
は
名
実
と
も
に
エ
イ
パ
の
運
営

と
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
後
任
の
会
長
は
、
1
9
9
5
年
、
青

山
の
お
宅
か
ら
2
0
0
メ
ー
ト
ル
も
な
い
Va
土

屋
喜
一
氏
に
ご
指
名
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

（
永
田
雅
夫  

記
）

　

前
任
の
土
屋
会
長
と
は
ワ
セ

オ
ケ
同
期
で
最
初
の
就
職
先
企

業
も
同
じ
、
そ
の
後
、
転
職
先

で
役
員
と
し
て
日
刊
工
業
新
聞

「
人
」
欄
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
エ

イ
パ
の
宣
伝
に
一
役
。

　

退
職
後
、
Vn
を
弾
く
機
会
を

増
や
し
、
か
つ
エ
イ
パ
ク
ラ
ブ

室
の
利
用
度
を
高
め
る
目
的
で

1
9
9
4
年
10
月
、
毎
週
開
催

の
「
火
曜
会
」
を
創
設
し
て
毎

週
参
加
。
ハ
イ
ド
ン
以
外

の
古
典
派
ロ
マ
ン
派
の
作

曲
家
の
弦
楽
四
重
奏
曲
を

す
べ
て
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

合
奏
す
る
こ
と
を
最
上
の

楽
し
み
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
稀
代
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
収
集
家
で
、
ひ
い
き

の
楽
器
屋
に
日
参
し
て
掘

り
出
し
物
を
探
し
出
し
、

手
入
れ
に
よ
っ
て
楽
器
の

評
価
を
上
げ
た
り
、
手
持
ち
の
２
丁
で
ワ
ン
グ

レ
ー
ド
上
の
楽
器
を
入
手
し
た
り
で
愛
器
は
増

え
る
一
方
、
亡
く
な
ら
れ
た
時
は
８
台
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
が
あ
っ
た
由
。
多
く
の
エ
イ
パ
会
員

の
楽
器
購
入
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
っ

た
。
ご
家
族
は
、
ご
子
息
の
お
二
人
と
も
夫
妻

で
弦
楽
器
を
演
奏
さ
れ
る
全
員
エ
イ
パ
会
員
の

音
楽
一
家
。

　

趣
味
の
も
う
一
つ
は
油
絵
。
都
の
公
募
展
に

入
選
し
た
こ
と
も
あ
り
、
合
奏
の
合
間
の
ス
ケ
ッ

チ
で
肖
像
画
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
会
員
も
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
長
職
を
受
け
る
際
も
趣
味

と
演
奏
活
動
優
先
で
運
営
に
は
関
わ
ら
な
い
旨

を
宣
言
さ
れ
て
の
就
任
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ち
ょ
う
ど
任
意
団
体
か
ら
N
P
O
法
人

設
立
の
動
き
の
中
で
2
0
0
8
年
は
多
く
の
会

合
に
立
ち
会
わ
れ
、
2
0
0
8
年
７
月
、
初
代

N
P
O
理
事
長
に
就
任
。
設
立
理
事
長
の
大
任

を
務
め
ら
れ
た
後
、
2
0
1
0
年
1
月
31
日
の

年
次
大
会
総
会
に
お
い
て
後
任
に
Vc
中
馬
脩
氏

を
指
名
し
て
任
を
終
え
ら
れ
た
。
2
0
1
2
年

逝
去
、
享
年
82
歳
。（
永
田
雅
夫  

記
）

　

1
9
9
6
年
会
長
就
任
時
は
早
稲

田
大
学
理
工
学
部
教
授
（
専
門
は
人

工
心
臓
）。
96
年
2
月
の
年
度
総
会

で
の
ご
挨
拶
「
た
だ
今
、
二
川
副
理

事
長
か
ら
過
分
な
ご
紹
介
を
い
た
だ

い
た
土
屋
で
す
。
昨
年
夏
こ
ろ
、
現

西
村
会
長
か
ら
、
た
ま
た
ま
近
く
に

住
ん
で
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、

後
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
と
の
依
頼

を
受
け
、
断
り
切
れ
ず
に
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
西
村
会
長
は
90

歳
に
な
っ
て
も
現
役

を
続
け
て
お
ら
れ
ま

す
の
で
、
私
も
あ
や

か
っ
て
長
生
き
し
た

い
と
は
思
い
ま
す

が
、
会
長
職
と
し
て

は
数
年
、
皆
様
の
た

め
に
務
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　

会
長
と
し
て
何
か

貢
献
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
理
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
竹
内
ラ
ウ

ン
ジ
を
提
供
い
た
だ
き
、
96
年
7
月
か
ら
年
4

〜
5
回
「
早
稲
田
室
内
楽
の
会
（
通
称
早
大
理

工
コ
ン
サ
ー
ト
）」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
希
望
例

会
に
よ
る
発
表
会
と
別
室
で
自
由
合
奏
が
行
な

わ
れ
、
2
0
0
5
年
12
月
ま
で
続
い
た
。
早
大

理
工
の
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
他
に
場
を
求
め

て
、「
Pf
入
り
室
内
楽
の
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

氏
の
専
門
が
活
き
た
活
動
と
し
て
は
、

2
0
0
1
年
2
月
18
日
の
み
な
と
み
ら
い
年
次

大
会
で
早
大
理
工
学
部
高
西
研
で
開
発
中
の
人

間
型
フ
ル
ー
ト
演
奏
ロ
ボ
ッ
ト
の
参
加
を
推
薦

い
た
だ
き
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
フ
ル
ー
ト
四
重

奏
曲
を
土
屋
会
長
も
Va
を
担
当
。
フ
ル
ー
ト
担

当
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
メ
モ
リ
ー
の
制
約
で
第
一
楽

章
の
途
中
ま
で
を
合
奏
さ
れ
た
。

　

2
0
0
6
年
春
に
古
い
友
人
の
Vn
二
川
博
氏

に
会
長
職
を
指
名
さ
れ
て
、
同
年
４
月
に
逝
去

さ
れ
た
。
お
別
れ
の
会
は
本
人
の
遺
言
で
「
皆

弦
機
会
」
が
理
工
学
部
有
志
の
主
催
で
7
月
31

日
に
開
か
れ
、
二
川
次
期
会
長
以
下
10
数
名
が

追
悼
演
奏
を
行
な
っ
た
。（
永
田
雅
夫  

記
）

　

二
川　

博
（
1
9
3
0
〜
2
0
1
2
）
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　

土
屋 

喜
一
（
1
9
3
0
〜
2
0
0
6
）
ヴ
ィ
オ
ラ

　

西
村
銕
次
郎
（
1
9
0
5
〜
１
９
9
7
）
チ
ェ
ロ

APA歴代理事長の横顔

志賀高原音楽祭（1984）で参加者のお子様たちと

フルートを吹くロボット（後方）との合奏（中央）

2008年のNPO設立総会で（前列中央）

１
９
７
８
〜
１
９
９
５

１
９
９
５
〜
２
０
０
６

２
０
０
６
〜
２
０
１
０

て
つ
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東
京
生
ま
れ
。
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け

て
静
岡
県
東
部
の
函か

ん
な
み南
町
で
過
ご
し
た
。

1
9
5
4
年
に
都
立
高
校
に
編
入
。
56

年
に
東
京
大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
団
。

1
9
7
4
年
の
Ａ
Ｐ
Ａ
設
立
初
年
度
に
い

ち
早
く
入
会
さ
れ
、
N
P
O
法
人
設
立
時

に
は
監
事
を
務
め
た
。

　

毎
週
３
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
首
都
圏

の
ほ
と
ん
ど
の
例
会
に
参
加
さ
れ
た
活
躍

ぶ
り
に
は
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
た
。
毎
月

の
交
通
費
が
５
万
円
近
く
に
上
る
こ
と
も

あ
っ
た
。朝
、昼
、

晩
と
異
な
る
練

習
会
場
で
、
持

ち
前
の
柔
和
な

物
腰
と
豊
富
な

経
験
で
、
誰
か

ら
も
親
し
ま
れ

た
の
は
記
憶
に

新
し
い
。

　

活
動
範
囲
の

広
さ
と
と
も
に
、

固
定
メ
ン
バ
ー
で
の
室
内
楽
も
こ
よ
な
く
愛
さ

れ
、「
キ
ー
ヘ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
」（
桜
井
、柿
沼
、林
、

楠
田
）で
は
、2
0
0
5
年
か
ら
15
年
に
わ
た
り
、

ハ
イ
ド
ン
の
弦
楽
四
重
奏
全
曲
や
、
シ
ョ
ス
タ

コ
、バ
ル
ト
ー
ク
、ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク
を
楽
し
ん
だ
。

筆
者
も
、
2
0
0
6
年
か
ら
新
所
沢
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
（
船
橋
、
新
、
林
、
菅
）
と
し
て
ハ
イ
ド

ン
全
曲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
楽
し
い
思
い

出
。
当
時
、
す
で
に
ハ
イ
ド
ン
の
83
曲
は
3
回

ほ
ど
経
験
ず
み
な
の
に
、
ニ
コ
ニ
コ
さ
れ
な
が

ら
楽
し
ま
れ
て
い
た
。
練
習
後
の
酒
席
も
楽
し

い
話
題
に
包
ま
れ
た
。
平
日
弦
四
の
会
や
、
弦

楽
四
重
奏
の
会
の
世
話
人
も
務
め
た
。

　

理
事
会
で
は
、
議
事
進
行
を
任
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
そ
の
滑
舌
の
良
さ
と
進
行
の
鮮
や
か

さ
は
人
後
に
落
ち
な
い
。
2
0
1
0
年
に
副
理

事
長
、２
０
２
２
年
、中
馬
さ
ん
の
退
任
を
受
け
、

理
事
長
に
就
任
。
そ
の
わ
ず
か
９
ヵ
月
後
の
7

月
8
日
、
脳
出
血
で
倒
れ
、
急
逝
さ
れ
た
。
享

年
84
歳
。
会
報
1
8
0
号
で
は
、
2
頁
に
わ
た

り
追
悼
記
事
が
組
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
友
人
た

ち
が
誌
面
に
思
い
を
寄
せ
た
。（
新 

巳
喜
男
記
）
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東
京
生
ま
れ
の
奥
村
さ
ん
と

い
え
ば
、
合
宿
。
1
9
8
1
年

に
第
１
回
目
の
北
軽
井
沢
合
宿

に
参
加
し
、
す
ぐ
入
会
。
そ
の

後
、
82
年
志
賀
高
原
合
宿
以
降
、

88
年
ま
で
合
宿
に
は
欠
か
さ
ず

参
加
。
99
年
か
ら
河
口
湖
音
楽

祭
（
合
宿
）
の
お
手
伝
い
を
始

め
、
2
0
0
1
年
〜
2
0
1
5

年
河
口
湖
音
楽
祭
担
当
委
員
を

務
め
た
。

　

本
職
は
鍵
盤
楽
器
な
の

に
、
毎
年
、
Ａ
Ｐ
Ａ
の
音

楽
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
優
れ

た
若
手
の
弦
楽
四
重
奏
団

を
ゲ
ス
ト
に
連
れ
て
く
る

素
晴
ら
し
い
才
能
の
持
ち

主
。
ご
本
人
曰
く
「
合
宿

が
大
好
き
で
、
ピ
ア
ノ
を

弾
く
よ
り
、
お
し
ゃ
べ
り

が
好
き
で
、
プ
ロ
演
奏
家

以
上
に
ア
マ
チ
ュ
ア
が
好

き
で
、
合
宿
の
ゲ
ス
ト
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
を
リ

ス
ペ
ク
ト
し
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
探
す
こ
と

に
熱
い
」。

　

合
宿
参
加
者
全
員
の
名
前
と
顔
を
覚
え
、
皆

さ
ん
が
居
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
配
慮
し
、

か
つ
、
全
体
を
統
率
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

実
績
を
買
わ
れ
、
2
0
2
2
年
理
事
長
就
任
。

就
任
後
も
、
同
年
に
再
開
し
た
つ
ま
恋
で
の
合

宿
準
備
委
員
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
室
内
楽
交

流
サ
ロ
ン
も
、
今
回
の
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

も
担
当
委
員
で
、
現
場
も
ガ
ッ
ツ
リ
治
め
ら
れ

る
頼
も
し
い
理
事
長
。
Ａ
Ｐ
Ａ
イ
ベ
ン
ト
の
練

習
や
本
番
の
あ
る
日
は
、
出
番
が
な
く
て
も
会

場
に
駆
け
つ
け
、
立
ち
合
い
し
、
担
当
委
員
や

参
加
者
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
理
事
長
と
し
て
、
A
P
A
の
運
営

が
円
滑
に
進
む
よ
う
気
を
配
り
、
活
発
に
行
動

さ
れ
て
い
る
。

　

楽
器
以
外
の
ご
趣
味
は
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
の
F
C
東
京
の
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、25
年
目
で
、シ
ー
ズ
ン
中
の
土
日
は
、

楽
器
を
弾
く
暇
が
な
い
と
か
。（
水
戸
真
紀  

記
）

　

東
京
生
ま
れ
。
疎
開
か
ら
帰
京
し
た
15
歳
の

時
初
め
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
知
り
、
フ
ル
ー

ト
を
自
作
し
た
り
し
つ
つ
、
19
歳
で
念
願
の
チ
ェ

ロ
を
購
入
、
内
田
光
世
師
に
師
事
。
東
京
農
工

大
で
酵
素
の
研
究
を
し
な
が
ら
も
、
め
き
め
き

才
能
を
伸
ば
し
、
わ
ず
か
2
年
で
プ
ロ
で
も
通

用
す
る
腕
前
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
の
プ
ロ
・
ア

マ
オ
ケ
に
参
加
。
そ
の
中
の
縁
で
龍
角
散
の
藤

井
康
男
社
長
に
乞
わ
れ
、
チ
ェ
ロ
で
稼
が
な
い

こ
と
を
条
件
に
ヤ
ト
ロ
ン
に
入
社
。
39
歳
で
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
敬
子
氏
と
結
婚
し
、
氏
の
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
に
自

宅
に
来
る
子
ど
も

た
ち
に
手
料
理
を

食
べ
さ
せ
、
慕
わ

れ
た
由
。
ヤ
ト
ロ

ン
で
は
技
術
系
役

員
を
経
て
、
66
歳

で
退
職
。

　

定
年
後
、
誕
生

日
の
4
月
25
日

に
は
毎
年
ソ
ロ
・

リ
サ
イ
タ
ル
で
ソ
ナ
タ
や
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
を
披
露
し
、
高
齢
者
た
ち
の
希

望
の
星
と
な
る
。
長
生
き
の
秘
訣
か

は
不
明
だ
が
、
朝
食
は
毎
日
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
と
り
ん
ご
。

　

A
P
A
に
は
設
立
時
か
ら
井
上
明

氏
と
の
縁
で
関
与
し
、
さ
い
た
ま
例

会
に
参
加
し
て
い
た
が
、
よ
り
本
格

的
に
合
奏
に
取
り
組
む
た
め
、
埼
玉

予
約
例
会
を
設
立
。
ま
た
、
チ
ェ
ロ

奏
者
に
多
く
の
演
奏
機
会
を
提
供
す

る
た
め
、
チ
ェ
ロ
の
発
表
会
を
増
や
す
こ
と
を

期
し
て
発
起
人
を
集
め
、
秋
の
チ
ェ
ロ
の
会
を

設
立
。

　

音
楽
以
外
に
も
H
O
ゲ
ー
ジ
、
釣
り
、
蘭

な
ど
趣
味
は
多
彩
で
、
い
ず
れ
も
玄
人
は
だ
し

の
レ
ベ
ル
。
腹
囲
を
「
緊
急
対
応
力
」
と
呼
び
、

腹
囲
が
太
く
な
る
ほ
ど
緊
急
対
応
力
が
上
が
る
、

今
は
1
0
8
だ
。
な
ど
と
冗
談
め
い
て
仰
っ
て

い
た
が
、
91
歳
で
入
院
し
て
食
事
が
喉
を
通
ら

な
く
な
っ
た
際
、
実
際
に
緊
急
対
応
力
を
発
揮

さ
れ
た
。（
桑
名
尚
子  

記
）

　

奥
村
早
苗
（
１
９
５
９
〜
）
ピ
ア
ノ
・
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
フ
ル
ー
ト

　

中
馬　

脩
（
1
9
3
3
〜
）
チ
ェ
ロ

　

林　

英
治
（
１
９
３
８
〜
２
０
２
２
）
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ヴ
ィ
オ
ラ

関西支部の変遷
1974~1977 支部長　　西村銕次郎　　幹事長　白井次郎
1978~1985 支部長　　白井次郎　　　幹事長　山田揚平
　　　　　 支部長　　（空席）　　　　幹事長　山田揚平
1988~1997 支部長　　小河清麿　　　幹事長　山田揚平
1997~2017 支部長　　大川真一郎　　幹事長　山田揚平
2018~　　 支部担当　副理事長　　　　　　　梶岡肇　 

２
０
１
０
〜
２
０
２
１

２
０
２
１
〜
２
０
２
２

２
０
２
２
〜

2024年の掛川合宿でバロックを楽しむ（右端）

2015年の弦四の会で（前列左端）
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2023年ベートーヴェン弦楽四重奏曲全曲演奏で
Op.18-2を演奏（左から2人目）
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あ
の
日
、あ
の
時
。

　
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
協
会
（
A
P
A
）
設
立
50
周
年
、
大
変

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
様
々
な
形
で
長
年
お
世
話
く
だ
さ
っ
た

理
事
の
皆
々
様
に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
1
9
8
2
年
ご
ろ
か
ら
関
西
A
P
A
で
数
多
く
の
か
け
が
え

の
な
い
素
晴
ら
し
い
楽
友
に
恵
ま
れ
、
様
々
な
室
内
楽
を
共
に
し
、

そ
の
音
楽
体
験
は
人
生
の
大
き
な
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
室
内
楽
の

素
晴
ら
し
さ
を
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
A
P
A
の
皆
様
に
心
か
ら
の
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
40
年
余
り
の
活
動
は
言
葉
で
は
表
せ
な
い
ほ

ど
素
晴
ら
し
い
音
楽
体
験
で
し
た
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
50
年
の

A
P
A
史
に
ぜ
ひ
記
録
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
素
晴
ら
し
い
先
輩
の

方
々
と
の
繋
が
り
の
体
験
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
西
村
銕
次
郎
様
の
こ
と
（
チ
ェ
ロ
・
故
人
）

　

西
村
様
は
関
西
財
界
で
ご
活
躍
な
さ
り
、
A
P
A
創
設
に
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
室
内
楽
愛
好
家
の
チ
ェ
リ
ス
ト
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
海

外
で
の
室
内
楽
の
ご

体
験
が
大
変
豊
富

で
、
海
外
に
も
た
く

さ
ん
の
楽
友
を
お
持

ち
で
し
た
。
日
本
で

も
ぜ
ひ
ア
マ
チ
ュ
ア

の
室
内
楽
愛
好
家
グ

ル
ー
プ
を
作
り
た
い

と
い
う
想
い
で
ご
尽

力
く
だ
さ
り
、
財
政

面
で
も
お
支
え
い
た

だ
き
、
A
P
A
創

設
を
な
さ
っ
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

関
西
に
お
い
で

に
な
っ
た
節
に
は
芦
屋
の
ご
自
宅
に
弦
四
の
お
誘
い
を
受
け
、
何
回

か
楽
し
い
楽
響
の
時
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
室
内
楽
の
素
晴

ら
し
さ
、楽
し
さ
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
晩
年
に
は「
3
0
0

歳
カ
ル
テ
ッ
ト
」
を
組
ま
れ
て
、
A
P
A
で
も
ご
活
躍
な
さ
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
A
P
A
が
生
ま
れ
た
の
は
西
村
会
長
の
室
内
楽

へ
の
深
い
愛
情
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

●
山
田
楊
平
様
の
こ
と
（
チ
ェ
ロ
・
故
人
）

　
山
田
楊
平
さ
ん
は
、
A
P
A
創
設
以
来
の
長
き
に
わ
た
り
、
音
楽

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
愛
情
と
人
と
の
繋
が
り
の
大
き
な
力
で
、
関
西

A
P
A
の
数
多
く
の
例
会
を
企
画
し
て
室
内
楽
の
素
晴
ら
し
い
世
界

を
た
く
さ
ん
の
人
に
ご
教
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。

　
オ
ケ
例
会
、
室
内
楽
の
様
々
な
楽
曲
の
例
会
、
オ
ペ
ラ
、
時
に
は

素
晴
ら
し
い
プ
ロ
の
ソ
リ
ス
ト
と
の
共
演
な
ど
な
ど
言
い
尽
く
せ
な

い
ほ
ど
素
晴
ら
し

い
世
界
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
例
会
の
企

画
は
も
と
よ
り
、

楽
譜
の
お
世
話
な

ど
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
音
楽
へ
の

並
々
な
ら
ぬ
愛
情

に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
山
田
さ

ん
の
お
か
げ
で
室

内
楽
に
は
ま
っ
て

音
楽
の
”
虜
”
に

な
っ
た
会
員
は
数

え
切
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
、
山
田
さ
ん
に
出
会
っ
て
か
ら
40
数
年

間
、
人
生
の
大
切
な
宝
物
、
室
内
楽
の
醍
醐
味
を
存
分
に
共
に
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
川
真
一
郎
様
の
こ
と
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
故
人
）

　
大
川
真
一
郎
さ
ん
は
関
西
の
実
業
家
で
、
大
変
素
晴
ら
し
い
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
吹
か
れ
る
ソ
リ
ス
ト
で
し
た
。
プ
ロ
の
オ
ケ
と
数
多
く

共
演
を
な
さ
る
実
力
で
、
こ
と
の
ほ
か
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
が
お
ハ
コ
で
し
た
。

　
山
田
楊
平
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
も
「
偲
ぶ
会
」
で
は
大
川
さ

ん
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ
ブ
ア
ゼ
先
生
の
指
揮
、
A
P
A
オ
ケ
で

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
涙
し
て
捧
げ
ま
し
た
。
感
動
的
な
演
奏
で
、
生
涯

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
川
さ
ん
は
関
西
で
有
名
な
オ
ケ
の

オ
ー
ナ
ー
も
な
さ
り
、
財
政
面
な
ど
で
支
え
て
関
西
音
楽
会
の
力
に

も
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
関
西
A
P
A
の
支
部
長
を
長
く
務
め
て
く
だ
さ
り
、
A
P
A
の
オ

ケ
例
会
な
ど
ポ
ッ
プ
タ
ウ
ン
・
ホ
ー
ル
（
大
川
さ
ん
所
有
）
を
い
つ

も
無
料
で
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、
多
大
な
お
力
添
え
を
A
P
A
に
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
大
川
さ
ん
が
大
き
な
支
援
を
な

さ
っ
て
お
ら
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
プ
ロ
テ
ィ
ッ
チ
先
生
（
ブ
ル
ガ
リ

ア
出
身
）、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
バ
ブ
ア
ゼ
先
生
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
出
身
）

な
ど
レ
ッ
ス
ン
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
時
に
は
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
な
ど
、

A
P
A
会
員
に
は
夢
の
よ
う
な
体
験
の
機
会
を
恵
与
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
大
川
さ
ん
も
音
楽
へ
の
深
い
愛
情
、
人
類
愛
に
満
ち
溢
れ

た
方
で
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
以
上
お
三
方
と
も
故
人
と
な
ら
れ
、残
念
で
淋
し
い
想
い
で
す
が
、

A
P
A
の
た
め
に
大
き
な
愛
情
を
ご
恵
与
く
だ
さ
り
、
A
P
A
の
歴

史
に
は
大
変
大
切
な
方
々
と
思
い
、
A
P
A
50
年
誌
に
記
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

40数年の関西APAとの歩みの中で
美坂壽子（兵庫、神奈川・ヴァイオリン）

APAメンバーで2009年ジュネーブへイースターミサ演奏旅行。
後列左から2番目が山田楊平さん、前列左端が美坂壽子さん

1984年4月のAPA総会でのオーケストラ演奏。チェロの正面が
西村銕二郎さん、指揮はヴァイオリニストの岩渕龍太郎先生

A
P
A
50
年
の
活
動
で
は
、
様
々
な
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
時
々
の
「
音
」
が
各
地
で
誕
生
し
、
多
様
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
延
べ
４
３
０
０
人
が
在
籍
し
た
A
P
A
の
ご
く
わ
ず
か
な
「
あ
の
日
、
あ
の
時
」
の
扉
を
開あ

け
て
み
ま
し
ょ
う
。



50th Anniversary 25

　
A
P
A
が
1
9
7
4
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
ず
は
め
で
た
い
。
私
の
会
員
番
号
7
4
1
5
6
B
f
は
1
9
7
4

年
に
入
会
し
た
（
登
録
楽
器
が
ブ
ロ
ッ
ク
フ
レ
ー
テ
の
）
1
5
6
人

目
の
会
員
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
よ
く
ぞ
潰
れ
も
せ
ず
、
ま

た
私
も
ず
っ
と
会
員
で
あ
り
続
け
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
A
P
A
に
お
け
る
経
歴
は
多
く
の
会
員
の
方
と
は
か
な
り

違
っ
て
い
ま
す
。
以
下
一
個
人
と
し
て
の
思
い
、
感
想
と
し
て
受
け

止
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

私
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
へ
の
入
口
は
、　

中
学
3
年
の
時
に
吹
奏

楽
部
に
入
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。「
高
校
受
験
は
ど
う
し
た
？
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
そ
う
で
す
が
、
私
が
育
っ
た
鹿
児
島
県
の
片
田

舎
の
町
に
は
塾
な
ん
て
な
か
っ
た
し
、
中
学
卒
業
と
と
も
に
就
職
す

る
人
も
多
く
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

高
専
に
入
学
後
も
ピ
ッ
コ
ロ
と
フ
ル
ー
ト
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
か
ら
リ
コ
ー
ダ
ー
に
も
興
味
を
持
ち
、
バ
ロ
ッ
ク
曲
な

ど
を
吹
い
て
い
ま
し
た
。社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
フ
ル
ー
ト
を
買
い
、

先
生
に
も
つ
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
大
き
な
壁
に
ぶ
ち
当
た
る
こ
と

に
。
ダ
ブ
ル
タ
ン
ギ
ン
グ
が
で
き
な
い
の
で
す
。
管
楽
器
の
方
は
ご

理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
ダ
ブ
ル
タ
ン
ギ
ン
グ
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
演
奏
者
と
し
て
致
命
的
で
す
。
さ
ん
ざ
ん
悪
戦
苦

闘
し
た
の
ち
、
リ
コ
ー
ダ
ー
一
本
に
絞
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
時
中
央
線
例
会
、
城
南
例
会
、
田
無
市
で
の
例
会
な
ど
、
リ

コ
ー
ダ
ー
と
楽
譜
を
持
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
所
に
出
か
け
、
自
分
の
未

熟
さ
は
棚
に
上
げ
、
思
い
っ
き
り
吹
き
ま
く
り
ま
し
た
。
お
付
き
合

い
く
だ
さ
っ
た
弦
楽
器
や
ピ
ア
ノ
の
皆
さ
ん
に
は
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
期
が
約
5
年
続
き
、
30
歳
を
目
前
に
し
て
転
機
が

訪
れ
ま
し
た
。
音
楽
面

は
充
実
し
て
い
ま
し
た

が
仕
事
面
で
う
ま
く
い

か
ず
郷
里
の
鹿
児
島
に

戻
っ
て
再
出
発
。
ま
た

尺
八
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
郷
里
で
は
多
く

の
人
に
助
け
ら
れ
、
結

婚
し
、
何
と
か
社
会
人

と
し
て
自
立
。
同
時
に

尺
八
を
習
い
始
め
、
江

戸
時
代
か
ら
の
独
奏
曲

や
三
曲
合
奏
（
琴
、
三

味
線
、
尺
八
の
合
奏
）
に
熱
中
し
ま
し
た
。
リ
コ
ー
ダ
ー
は
思
い
出

し
た
時
に
吹
く
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

　
60
歳
の
時
に
ま
た
転
機
が
訪
れ
ま
し
た
。
脳
梗
塞
を
患
っ
た
の
で

す
。
幸
い
日
常
生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

楽
器
は
吹
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
70
歳
こ
ろ
か
ら
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
に

興
味
を
持
ち
、今
も
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
。こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
で
生
成
さ
れ
た
歌
い
手
が
歌
を
歌
い
踊
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、

若
い
世
代
の
作
品
に
強
く
惹
か
れ
ま
す
。
滝
廉
太
郎
や
古
賀
政
男
に

匹
敵
す
る
才
能
が
出
て
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
楽
器
が
演
奏
で
き
る

こ
と
で
つ
ら
い
時
や
苦
し
い
時
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
皆
様
に
は
西
洋
音
楽
だ
け
で
な
く
、
琴
や
尺
八
な
ど
の
和
楽
器

も
演
奏
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
両
方
知
っ
て
い
る
こ
と
は

必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
合
奏
か
ら
離
れ
た
の
に
、
ど
う
し
て

A
P
A
会
員
で
い
る
の
か
）
不
思
議
に
思
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
日
本
の
社
会
は
タ
テ
社
会
で
あ
り
A
P
A
の
よ
う
な

ヨ
コ
を
つ
な
ぐ
組
織
は
絶
対
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
楽
器
演
奏
は
せ
ず
と
も
、
末
席
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
で
お
役
に

立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

私の音楽遍歴　　　
高橋忠夫（福岡・ブロックフレーテ、尺八）

　
設
立
50
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ヴ
ィ
オ
ラ
を
弾
く
、
宮

岡
で
す
。
自
分
の
45
歳
と
い
う
年
齢
が
エ
イ
パ
で
は
若
手
に
な
る
の

が
驚
き
で
す
が
、
こ
こ
は
元
気
（
す
ぎ
る
く
ら
い
）
な
シ
ニ
ア
の
方

が
多
く
、
介
護
業
界
経
験
者
と
し
て
、
音

楽
は
身
も
心
も
豊
か
に
す
る
の
だ
な
と
強

く
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
私
の
エ
イ
パ
へ
の
関
わ
り
を
書
き

ま
す
。
大
学
卒
業
す
る
か
し
な
い
か
の
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
日
立
の
ほ
う
で

や
る
エ
イ
パ
の
音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

出
な
い
か
、
と
市
民
オ
ケ
の
エ
キ
ス
ト
ラ

仲
間
に
誘
わ
れ
た
の
が
最
初
で
し
た
（
確

か
当
時
は
柏
例
会
の
武
田
俊
男
さ
ん
、
お

元
気
で
す
か
…
？
）。

　

そ
の
後
、
エ
イ
パ
の
こ
と
は
ま
っ
た
く

忘
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
大
学
オ
ケ
仲
間

の
つ
な
が
り
で
名
古
屋
の
エ
イ
パ
会
員
と
交
流
す
る
う
ち
に
、
入
会

に
至
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
い
く
つ

も
か
け
も
ち
し
て
い
て
、
次
々
と
く
る
本
番
が
特
別
な
素
敵
な
も
の

で
は
な
く
な
っ
て
、
希
薄
な
関
係
で
つ
く
る
音
楽
に

虚
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
、
室
内

楽
で
ヴ
ィ
オ
ラ
を
弾
く
自
信
も
人
脈
も
な
く
、
一
人

で
参
加
で
き
る
室
内
楽
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
を
探
し

て
、
少
し
ず
つ
カ
ル
テ
ッ
ト
に
慣
れ
始
め
た
と
こ
ろ

で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
限
ら
れ
た
人
と
し
か
組
む
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
室
内
楽
が
、
エ
イ
パ
で
一
転
、
様
々
な

腕
前
や
経
験
を
持
つ
方
と
ご
一
緒
で
き
る
の
に
興
奮

し
ま
し
た
。「
い
ま
脳
の
領
域
が
広
が
っ
て
い
る
な
」

と
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
例
会
に
参
加
し
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
大
き
く

二
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
曲
の
全
楽
章
を
演
奏
す
る

こ
と
で
す
。
入
会
当
時
は
、体
力
と
気
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
の
と
、
今
ま
で
楽
章
抜
粋
で
取
り
組
む
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の

で
、
エ
イ
パ
の
人
た
ち
と
合
わ
せ
る
と
き
に
、
例
え
ば
、
2
～
3
曲

全
楽
章
一
気
に
弾
く
な
ん
て
い
う
こ
と
が
普
通
で
、
こ
れ
は
す
ご
い

な
ぁ
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
れ
と
、
楽
器
を
何
種
類
も
弾
く
人
が
、
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で

す
。
今
ま
で
、
ヴ
ィ
オ
ラ
以
外
の
楽
器
を
弾
く
こ
と
は
、
ヴ
ィ
オ
ラ

へ
の
裏
切
り
だ
と
か
、そ
う
い
う
の
は
本
物
じ
ゃ
な
い
（
書
く
と
笑
っ

て
し
ま
い
ま
す
ね
）、
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
エ
イ
パ
に
は
何

種
類
も
の
楽
器
を
弾
け
る
人
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
て
、
し
か
も
ど
れ
も
上

手
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
ま
ぁ
ま
ぁ
弾
け
る
ぞ
と
調
子
に
乗
っ
て
い

た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　
熱
し
や
す
く
冷
め
や
す
い
性
格
の
た
め
、
入
会
か
ら
数
年
の
め
り

込
ん
だ
あ
と
、
ぷ
っ
つ
り
と
西
洋
音
楽
へ
の
憧
れ
が
消
失
し
、
エ
イ

パ
を
離
れ
「
和
太
鼓
」
に
没
頭
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
が
、
体

力
の
限
界
と
同
時
に
、
や
は
り
室
内
楽
で
し
か
味
わ
え
な
い
快
感
や

APAで脳の領域が広がった　
宮岡麻由子（東京・ヴィオラ、ピアノ）

三曲合奏で、尺八を吹く高橋忠夫さん（後列左端）

脳の領域が広がった宮岡さんご本人（イラストも）
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第
1
回
国
際
室
内
楽
音
楽
祭
が
実
施
さ
れ

た
の
は
2
0
1
6
年
の
３
月
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
、
海
外
生
活
25
年
に
終
止
符
を
打
ち
、

帰
国
、そ
れ
ま
で
の
海
外
で
の
人
脈
を
生
か
し
、

海
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
に
呼
び
か
け
、
日

本
で
A
P
A
会
員
と
一
緒
に
合
奏
す
る
こ
と
を

考
え
ま
し
た
。
し
か
し
海
外
在
住
の
外
国
人
は

コ
ン
サ
ー
ト
１
週
間
前
に
来
日
後
、
短
い

間
に
２
回
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
な
い
、
本

番
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
果
た
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
で
き
る
の
か
？
と
い
う
不
安
を
抱
き

つ
つ
、
中
央
線
例
会
主
催
で
強
行
し
ま

し
た
が
、
結
果
は
大
成
功
で
し
た
。

　
第
１
回
音
楽
祭
に
は
海
外
か
ら
15
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
国

別
に
は
オ
ラ
ン
ダ
（
5
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
4
）、
ド
イ
ツ
（
2
）、

英
国
、
米
国
、
タ
ス
マ
ニ
ア
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、
香
港
は
1
人

ず
つ
の
参
加
で
、
一
緒
に
合
奏
す
る
日
本
人
は
総
勢
18
人
で
し
た
。

こ
の
時
か
ら
2
0
2
4
年
に
実
施
し
た
第
６
回
ま
で
は
、
小
金
井
宮

地
楽
器
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
と
熱
海
起
雲
閣
音
楽
サ
ロ
ン
の
２
ヵ
所
で

の
実
施
で
し
た
。
第
1
回
の
2
0
1
6
年
は
小
金
井
宮
地
楽
器
ホ
ー

音
楽
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
数
年
前
に
ま
た
エ
イ
パ
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
す
っ
か
り
カ
ル
テ
ッ
ト
へ
の
恐
怖
心
も
な
く
な
り
、
ど
ん
な

曲
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

そ
れ
も
ひ
と
え
に
、
エ
イ
パ
の
例
会
幹
事
さ
ん
た
ち
が
、
私
に
た
く

さ
ん
の
メ
ン
バ
ー
と
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
す
。

多
彩
な
音
楽
感
に
触
れ
て
、
様
々
な
曲
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
そ
し
て
多
種
多
様
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
人
た
ち
と
、
音
楽
と
い

う
言
語
で
共
感
で
き
る
こ
と
。
感
じ
合
え
る
喜
び
。
こ
れ
は
奇
跡
な

の
で
は
？
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
年
を
と
っ
た
証
拠
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
す
る
の
は
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は

な
く
、
他
人
に
違
和
感
を
持
っ
た
り
、
不
快
に
な
っ
た
り
、
自
分
の

技
量
と
セ
ン
ス
に
も
う
や
め
て
し
ま
い
た
い
、
そ
ん
な
苦
し
み
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
音
楽
に
惹
か
れ
、
ま
た
自
然
と
楽
器
を
手
に
し
て

し
ま
う
。
そ
ん
な
毎
日
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
パ
で
、
ま
た
エ
イ
パ
の
活
動
を
通
じ
て
出
会
う
人
た
ち
の

お
か
げ
で
私
の
人
生
は
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
場
を
作
っ
て

く
だ
さ
っ
た
創
立
者
の
皆
さ
ま
、
ま
た
歴
代
の
理
事
は
じ
め
、
例

会
幹
事
、
事
務
局
の
皆
さ
ま
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　国際室内楽音楽祭を開催
　𠮷田和道（東京・ヴァイオリン、　　　　ヴィオラ）

　
今
私
が
協
力
し
て
い
る
A
P
A
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
D
B
）
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
D
B
は
会
員
管
理
関
係
と
請
求
書
発
行
関
係
、
そ
れ
に
名
簿

発
行
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
書
発
行
に
つ
い
て
、
一
定
の
会
費
を
請
求
す
る
シ
ス
テ
ム
と

異
な
り
、
A
P
A
の
D
B
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

①
会
費
は
全
会
員
に
同
一
で
な
く
、
県
ご
と
、
家
族
会
員
の
数
で
決

ま
り
、
更
に
新
入
会
員
は
別
価
格
が
決
ま
っ
て
い
る
。

②
請
求
額
か
ら
減
額
さ
れ
る
も
の
に
は
不
活
動
割
、
遠
隔
地
域
割
、

さ
ら
に
A
P
A
債
券
保
有
に
応
じ
た
割
引
が
あ
る
。

③
入
金
額
が
請
求
額
と
一
致
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
差
額
が
翌
年

の
会
費
に
加
算
ま
た
は
減
算
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
お
手
元
に
届
く
請
求
額
は
ソ
フ
ト
の
バ
グ
、
デ
ー
タ
入
力
ミ
ス
等

に
よ
り
思
っ
て
い
た
額
と
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合

一
瞬
驚
か
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
事
務
局
と
相
談
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

②
こ
の
D
B
は
W
i
n
d
o
w
s
の
P
C
で
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

A
c
c
e
s
s
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
い
ま

す
。
も
し
皆
様
の
中
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当

し
て
く
だ
さ
る
方
が
お
ら
れ
れ
ば
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
1
9
8
0
年
代
は
P
C
9
8
0
1
の
時
代
で
、
A
P
A

で
は
R
B
A
S
E
と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
を
使
用

し
て
い
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
の
製
作
は
当
時
の
副
会
長
佐
治

木
さ
ん
の
ご
主
人
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
に
せ
C
P
U
が 

8
0
8
6 

と
い
う
16
ビ
ッ
ト
の
た

め
、
ソ
フ
ト
や
デ
ー
タ
の
サ
イ
ズ
の
制
約
が
あ
り
、
永
田

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
事
務
処
理
担
当
者
は
大
変
苦
労
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
1
9
9
5
年
に
W
i
n
d
o
w
s
の
P
C
が
出
た
と
き
、

残
念
な
が
ら
、R
B
A
S
E
は
W
i
n
d
o
w
s
版
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
状
況
を
見
て
い
て
、

私
自
身
で
W
i
n
d
o
w
s
版
で
の
開
発
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
当
時
私
は
定
年
近
く
に
子
会
社
に
出
向
し
た
時
期
、
ソ

フ
ト
開
発
に
従
事
し
た
た
め
、
余
暇
に
興
味
を
持
っ
て

A
P
A
の
D
B
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
仕
事
と
し
て
請
け
負
う
と
な
る

と
、
責
任
と
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
開
発
を
シ
ニ
ア
の
時
期
に

楽
し
み
と
し
て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
こ
の
仕
事
の
取
り
組
み

を
知
る
友
人
か
ら
は
、「
A
P
A

の
D
B
の
仕
事
は
永
遠
不
滅
だ

ね
」
と
冷
や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

室
内
楽
を
弾
く
楽
し
み
、
友

を
作
る
喜
び
で
十
分
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
一
人
と
し
て
続
け

て
き
た
も
の
で
す
。
タ
イ
ト
ル

通
り
A
P
A
は
永
遠
不
滅
で
す

し
、
D
B
開
発
の
仕
事
も
永
遠

不
滅
で
す
。

　

歳
と
共
に
体
力
、
知
力
が
衰

え
て
き
た
今
、
で
き
る
だ
け
早

く
引
き
継
ぎ
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

APAは永遠不滅です
　藤田勝四郎（東京・ヴィオラ）

2024年 7月のコンサートで。左から、水林彪、佐藤祥子、旦祐介の
皆さんと私



ル
が
３
月
13
日
、
熱
海
起
雲
閣
音
楽
サ
ロ
ン
が
３
月
15
日
の
本
番
で

し
た
か
ら
、
中
１
日
を
挟
ん
で
移
動
と
い
う
強
行
軍
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
小
金
井
の
曲
目
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、

ラ
イ
ヒ
ャ
、ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
、熱
海
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
で
、
弦
や
ピ
ア
ノ
の
四
重

奏
曲
、
五
重
奏
曲
、
八
重
奏
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト

に
か
か
る
費
用
の
う
ち
一
部
は
A
P
A
本
部
か
ら
の
補
助
金
で
ま
か

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
か
ら
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。
タ
ス
マ
ニ
ア
か
ら
来

日
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
D
i
a
n
a
さ
ん
が
途
中
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

空
港
で
つ
ま
ず
い
て
腕
を
骨
折
、
そ
れ
で
も
そ
の
ま
ま
来
日
。
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
は
吹
け
な
い
け
れ
ど
、
す
べ
て
の
日
程
を
我
々
と
共
に
行

動
し
ま
し
た
。
主
催
者
と
し
て
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
入
り
の
曲
目
を
急

遽
変
更
し
て
別
の
奏
者
を
探
す
な
ど
大
変
で
し
た
。
D
i
a
n
a
さ

ん
は
翌
年
の
第
２
回
国
際
室
内
楽
音
楽
祭
に
も
再
来
日
し
て
、
音
楽

祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
2
回
目
以
降
も
順
調
に
演
奏
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
日
本
側
の

苦
労
は
一
緒
に
演
奏
す
る
A
P
A
日
本
人
奏
者
の
リ
ハ
ー
サ
ル
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
日
本
人
は
仕
事
や
家
庭
を
抱
え
、
都
合
の
つ

か
な
い
日
時
も
あ
り
、
調
整
が
い
つ
も
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま

す
。
共
通
語
は
英
語
で
す
が
、
英
語
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
A
P
A

会
員
も
い
ま
す
の
で
、
連
絡
事
項
は
2
ヵ
国
語
に
す
る
な
ど
の

手
間
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、”
M
u
s
i
c 

i
s 

t
h
e 

u
n
i
v
e
r
s
a
l 

l
a
n
g
u
a
g
e
”（
音
楽
は
世
界
共
通

の
こ
と
ば
）
の
通
り
、
一
緒
に
合
奏
す
れ
ば
、
共
に
音
楽
を
作
り
、

楽
し
い
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
は
3
年
間
あ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
私
の
病
気
療

養
な
ど
も
あ
り
、
山
下
早
代
子
氏
が
代
わ
り
に
企
画
・
運
営
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
、
2
0
2
4
年
か
ら
音
楽
祭
は
復
活
。
2
0
2
5
年

３
月
に
は
第
７
回
国
際
室
内
楽
音
楽
祭
と
し
て
、
14
日
と
20
日
い
ず

れ
も
武
蔵
野
市
の
ホ
ー

ル
で
13
人
の
海
外
参
加

者
、
30
人
の
A
P
A
会

員
が
コ
ラ
ボ
し
て
演
奏

し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！

（
編
集
部
註
：
本
誌
４
頁

で
紹
介
の
サ
ン
ケ
イ
新

聞
の
記
事
に
あ
る
よ
う

に
、
ヨ
コ
の
つ
な
が
り

で
国
際
交
流
に
ま
で
発

展
さ
せ
、
今
も
継
続
す

る
姿
は
、
創
立
者
の
井

上
明
さ
ん
の
夢
の
実
現

に
、
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
）
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　国際室内楽音楽祭を開催
　𠮷田和道（東京・ヴァイオリン、　　　　ヴィオラ）

　
エ
イ
パ
50
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
前
身
例
会
の
開
設
か
ら
45

年
を
経
て
い
る
東
横
線
例
会
の
歴
史
に
つ
い
て
、
過
去
の
資
料
を
紐

解
き
、
遡
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
い

る
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
改
め
て
歴
代
の
幹
事
の
情
熱
に
敬
服
す
る

と
と
も
に
室
内
楽
の
演
奏
の
場
を
造
り
、
現
世
代
に
継
続
い
た
だ
い

た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
エ
イ
パ
の
将
来
の
メ
ン

バ
ー
が
東
横
線
例
会
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
際
に
参
照
で
き
る
よ

う
に
、
エ
イ
パ
の
公
式
媒
体
で
あ
る
記
念
誌
に
「
記
録
」
と
し
て
投

稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
東
横
線
例
会
は
、
記
録
に
残
る
限
り
、
1
9
7
9
年
3
月
25
日
に

横
浜
市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
の
横
浜
婦
人
会
館
（
現
、神
奈
川
婦
人
会
館
）

で
第
１
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
時
の
幹
事
は
藤
田
利
光
氏
で
、

横
浜
例
会
を
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9
8
2
年
6
月
27

日
の
第
37
回
例
会
か
ら
は
横
浜
市
旭
区
二
俣
川
の
ス
カ
ウ
ト
会
館
に

活
動
場
所
を
移
し
ま
し
た
。
活
動
は
概
ね
月
１
回
の
例
会
と
年
１
回

の
発
表
会
で
し
た
が
、
1
9
8
3
年
よ
り
活
動
が
不
規
則
に
な
り
、

1
9
8
4
～
86
年
の
前
半
ま
で
は
当
時
の
会
報
を
見
て
も
活
動
実
績

が
ト
レ
ー
ス
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
横
浜
地
区
で
の
例
会
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、
秋
山

純
氏
・
上
尾
利
久
氏
・
吉
田
晃
氏
が
主
体
と
な
っ
て
、
現
在
の
メ
イ

ン
の
活
動
拠
点
で
あ
る
大
倉
山
記
念
館
を
ベ
ー
ス
と
し
た
例
会
活
動

を
1
9
8
6
年
6
月
7
日
（
土
）
よ
り
再
開
し
、
例
会
名
称
を
「
東

横
線
例
会
」
と
し
て
、
月
１
回
の
活
動
を
行
な
っ
て
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

発
表
会
に
つ
い
て
は
、
活
動
再
開
当
時
は
例
会
自
主
開
催
コ
ン

サ
ー
ト
と
大
倉
山
記
念
館
主
催
の
「
秋
の
芸
術
祭
」
参
加
を
年
１
回

ず
つ
行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
生
「
東
横
線
例
会
」
と
し
て
開

催
し
た
第
20
回
発
表
会

（
2
0
0
5
年
11
月
5
日

〈
土
〉
大
田
区
民
プ
ラ
ザ

小
ホ
ー
ル
で
開
催
）
以

降
は
、
当
時
の
イ
ベ
ン

ト
担
当
幹
事
だ
っ
た
田

部
幹
雄
氏
の
判
断
で
、

年
２
回
の
例
会
自
主
開

催
の
発
表
会
を
行
な
う

体
制
に
な
り
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
（
現
在

で
も
年
２
回
の
発
表
会

は
、「
春
芸
」「
秋
芸
」

と
呼
称
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
大
倉
山
記
念
館

が
開
催
し
て
い
た
「
秋
の
芸
術
祭
」

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
の
名
残
り

で
す
）。

　

月
例
会
の
参
加
者
数
は

2
0
1
4
～
15
年
頃
ま
で
は
40
～

50
名
の
大
人
数
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
首
都
圏
で
、

発
表
会
活
動
を
中
心
と
し
た
例
会

や
会
員
個
人
の
演
奏
会
主
催
等
が

活
発
に
な
っ
て
き
た
反
面
、
そ
の

つ
ど
曲
を
持
ち
寄
っ
て
毎
回
違
う

メ
ン
バ
ー
で
気
軽
に
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
合
わ
せ
て
み
る
と
い
う
エ
イ

パ
の
伝
統
的
な
例
会
活
動
ス
タ
イ
ル
が
好
ま
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
等
が
影
響
し
、
最
近
は
20
名
前
後
の
参
加
者
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
、
か
つ
て
は
東
京
都
区
部
の
南
寄
り
の
地
域
、
川

崎
・
横
浜
市
居
住
者
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
2
0
0
8
年
6
月
の
東

京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
開
通
以
降
は
、
都
区
部
の
西
寄
り
地
域
や
西
武

線
・
東
武
東
上
線
沿
線
居
住
者
の
参
加
も
増
え
て
来
て
い
ま
す
。

　
現
幹
事
メ
ン
バ
ー
は
い
ず
れ
も
多
忙
で
、
例
会
独
自
に
派
手
な
企

画
を
実
行
す
る
体
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
着
実
に
活
動
を
続

け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

これからも着実に活動を継続したい
　荒井 隆（神奈川・ヴァイオリン）

2018年3月29日の熱海起雲閣の中庭で記念撮影。サロンでは100名
近くの観光客の前で演奏。熱海新聞の取材も。私は前列右から2人目

コロナ以前によくやっていたお茶会風景（2018年8月）

2009年の春芸。ホルベルク組曲の一コマ



データから見るAPA
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世
代
構
成
別
会
員
数
の
割
合

1
9
7
4
年
設
立
時
と
43
年
後
の
2
0
1
7
年
を
比
較
す
る
と
、
60
代
以
上
が
い
な
か
っ
た
設
立
時
に
比
べ
、
2
0
1
7
年
に
は
半
数
を
超
え
、
さ
ら
に
現
在

は
62
％
を
超
え
ま
す
。
逆
に
20
代
、
30
代
の
割
合
は
大
幅
に
減
少
。
A
P
A
存
続
の
キ
ー
は
若
い
世
代
の
取
り
込
み
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
実
感
で
き
ま
す
。
こ
の

世
代
を
ど
う
し
た
ら
巻
き
込
め
る
か
、
A
P
A
自
体
の
様
々
な
場
面
で
、
継
続
的
な
魅
力
ア
ッ
プ
と
効
果
的
な
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

楽
器
別
・
地
域
別
会
員
数

　
A
P
A
に
は
、
複
数
の
楽
器
を
こ
な
す
メ
ン

バ
ー
は
多
く
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
第
一
楽
器
に

こ
だ
わ
っ
て
の
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。
弦
楽
器
を

第
一
楽
器
と
す
る
率
が
61
％
。
ピ
ア
ノ
が
20
％
。

そ
の
ほ
か
に
管
楽
器
、
声
楽
が
い
て
、
多
彩
な
ア

レ
ン
ジ
が
可
能
で
す
。
一
方
、
地
域
別
会
員
数
を

見
る
と
、
圧
倒
的
に
大
都
市
圏
に
居
住
さ
れ
て
い

る
率
が
高
く
、
例
会
活
動
や
各
種
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
数
に
呼
応
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
大
都
市
圏
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
連
携
も
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

20代、30代、40代の取り込みが必須！
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直
近
10
年
間
の
演
奏
回
数
ラ
ン
キ
ン
グ

　
事
務
局
に
お
い
て
、
こ
の
10
年
間
の

コ
ン
サ
ー
ト
や
発
表
会
で
の
演
奏
曲
の

合
計
３
３
７
４
曲
を
作
品
別
に
地
道
に

カ
ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
も

と
に
、
演
奏
回
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作

成
。
日
頃
か
ら
よ
く
演
奏
す
る
有
名

曲
の
演
奏
回
数
や
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
、

A
P
A
の
傾
向
が
読
み
取
れ
る
で
し
ょ

う
。
た
だ
し
首
都
圏
で
の
デ
ー
タ
で
あ

り
、
関
西
支
部
に
関
し
て
は
時
間
切
れ

で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲

は
全
16
曲
の
う
ち
12
曲
が
上
位
に
、
以

下
、人
気
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
を
始
め
、モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
、ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
、シ
ュ
ー

マ
ン
、
フ
ォ
ー
レ
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、

ハ
イ
ド
ン
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
な
ど
、

王
道
の
曲
目
が
ず
ら
り
。
ピ
ア
ノ
入
り

の
曲
も
多
く
演
奏
さ
れ
て
い
る
の
は
、

A
P
A
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
た
ち
に
と
っ
て

も
嬉
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
他
に
は
、
A
P
A
ら
し
く
目
新

し
い
作
品
や
珍
し
い
曲
も
あ
り
、
多
様

性
に
富
ん
で
い
ま
す

20代、30代、40代の取り込みが必須！

なお、上の色別チャートは、デザイン面でも出色の Bärenreiter
版の表紙の色にできるだけ合わせてみました

作曲家別
首都圏〜直近

10年間のコンサート
演奏曲数

合計 3374曲

Beethoven 13%

Brahms 12%

Mozart 10%

Others 37%

Bach 5%

Dvořák 3%
Schumann 3%

Fauré 3%

Schubert 3%

Haydn 3%

Mendelssohn 2%

Shostakovich 1%
Tchaikovsky 1%

Debussy 1%
Verdi 1%

Saint-Saëns 1%

首首都都圏圏直直近近1100年年間間ココンンササーートト曲曲名名ラランンキキンンググ
（2015/1/1〜2024/12/31総曲数3374曲）

作曲家名 曲名 回数

1 ブラームス ピアノ三重奏曲 第１番 Op.8 30

2 シューマン ピアノ四重奏曲 Op.47 26

2 ブラームス クラリネット三重奏曲 Op.114 26

4 ドヴォルザーク ピアノ五重奏曲第2番 Op.81 25

5 ブラームス ピアノ四重奏曲 第3番 Op.60 23

6 ブラームス ピアノ三重奏曲 第２番 Op.87 22

7 ブラームス ヴァイオリンソナタ 第1番 Op.78 「雨の歌」 21

7 フォーレ ピアノ四重奏曲 第2番 Op.45 21

7 ブラームス ピアノ五重奏曲 Op.34 21

10 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第１番 Op.18-1 20

11 シューマン ピアノ五重奏曲 Op.44 19

11 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第14番 Op.131 19

11 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第３番 Op.18-3 19

11 メンデルスゾーン ピアノ三重奏曲 第１番 Op.49 19

11 モーツァルト ピアノ四重奏曲 第１番 K.478　 19

11 ブラームス ヴァイオリンソナタ  第3番 Op.108 19

11 ブラームス ピアノ四重奏曲 第1番 Op.25 19

11 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第7番「ラズモフスキー1番」 Op.59-1 19

19 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第10番 Op.74「ハープ」 18

20 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第９番「ラズモフスキー３番」 Op.59-3 18

20 チャイコフスキー ピアノ三重奏曲 「偉大な芸術家の思い出」 18

20 ブラームス ヴァイオリンソナタ 第2番 Op.100 18

23 ブラームス　 弦楽四重奏曲 第1番 Op.51-1 17

23 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第12番 Op.127 17

23 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第４番 Op.18-4 17

26 ブラームス 弦楽四重奏曲 第2番 Op.51-2 16

27 ベートーヴェン ピアノ三重奏曲 「大公」 Op.97 15

27 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第２番 Op.18-2 15

27 モーツァルト 弦楽四重奏曲 第14番 「春」 K.387 15

27 フォーレ ピアノ四重奏曲 第1番 Op.15 15

27 フォーレ　 ピアノ三重奏曲 Op.120 15

32 シューベルト ピアノ五重奏曲 ｢鱒」 Op.114 D667 14

32 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第５番 Op.18-5 14

32 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第８番「ラズモフスキー２番」 Op.59-2 14

32 モーツァルト クラリネット三重奏曲 「ケーゲルシュタット」 K.498 14

32 モーツァルト クラリネット五重奏曲 K.581 14

32 モーツァルト 弦楽四重奏曲 第17番 「狩」 K.458 14

32 ブラームス 弦楽四重奏曲 第3番 Op.67 14

32 ブラームス ピアノ四重奏曲 第２番 Op.26 14

32 フランク （VnVaVcFl）ソナタ 14

41 ブラームス クラリネット五重奏曲 Op.115 13

41 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第13番 Op.130 13

41 ブラームス 弦楽六重奏曲 第１番 Op.18 13

41 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第15番 Op.132 13

45 ドヴォルザーク 弦楽四重奏曲 第12番「アメリカ」 Op.96 12

45 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第11番｢セリオーソ」 Op.95 12

45 ヴェルディ 歌劇「椿姫」よりのアリアなど 12

45 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第6番 Op.18-6 12

49 モーツァルト 弦楽四重奏曲 「不協和音」K.465 11

49 モーツァルト ピアノ四重奏曲 第２番 K.493　 11

49 ブラームス 弦楽五重奏曲 第2番 Op.111 11

52 メンデルスゾーン ピアノ三重奏曲 第2番 Op.66 10

53 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 第16番 Op.135 9

53 シューベルト　 弦楽四重奏曲 「ロザムンデ」D.804 9

53 シューベルト　 アルペジョーネソナタ D821 9

53 ブラームス 弦楽六重奏曲 第２番 Op.36 9

54 モーツァルト 弦楽五重奏曲 第３番 K.515　 8

54 ベートーヴェン 弦楽四重奏曲 「大フーガ」 Op.133 8

54 モーツァルト 弦楽四重奏曲 第22番  「プロシャ王第2番」 K.589 8

54 モーツァルト 弦楽五重奏曲 第４番 K.516　 8



1981.8.21-23

（昭和 56 年）

1981.11.15

1981 〜

1982.5

（昭和 57 年）

1982.8.20-23

1982.10-11

1982 〜

1983.7.30-8.2

（昭和 58 年）

1983.10.2

1983 〜

1984.8.3-5

（昭和 59 年）

1984.10.7

北軽井沢音楽祭（北軽井沢
ミュージックホール）120名
全国大会（増上寺ホール
及び明徳幼稚園）228 名
フルートオケ例会、華麻
衣スペースコンサート
エイパクラブ室を新宿区
歌舞伎町へ移転
志賀高原音楽祭 （ヴィラ
一ノ瀬）183 名
例会キャンペーン
歌舞伎町披露例会（クラ
ブ室例会）、APA コレギウ
ム合奏団
志賀高原音楽祭（ヴィラ
一ノ瀬）170 名
全国大会（日本青年館）158名
ラヴィーヌ楽派コンサー
ト、チェロの会（ゴーシュ）
志賀高原音楽祭 （ヴィラ
一ノ瀬ほか）150 名
10 周年全国大会（日本青
年館）199 名

1985.8.2-4

（昭和 60 年）

1985.11.4

1986.8.9-11
（昭和 61 年）

1986.8.17

1986.10.19

1986 〜

1987.4.11

（昭和 62 年）

1987.6.28

1987.8.8-10

1987.11.8

1988.4.11

（昭和 63 年）

1988.4.11

志賀高原音楽祭 （ヴィラ
一ノ瀬ほか）100 名
全国大会（日本青年館）
147 名
河口湖音楽祭（大橋ホテ
ル）110 名
岩淵龍太郎室内楽講座
年次大会（日本青年館）
122 名
ウィークデイアンサンブ
ル、APA サロン
ゴーシュの会（林俊昭・
林由香子）
岩淵龍太郎室内楽講座
河口湖音楽祭（サニーデ
ビレッジ）116 名
ビオラの会（田口朝子）
年次大会（日本青年館）
122 名
ビオラの会（上野博孝）

1988.5.9

1988.8.5-8.8

1988.10.20

1988.11.13

1988 〜

1989.8.4-8.7
（平成元年）

1989.10.1

1989.10.15

ゴーシュの会（雨田一孝・
川内昌典）
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）123 名
Duo ハヤシレッスン（林俊
昭・林由香子）
年次大会（日本青年館）
116 名
柏例会、兵庫例会、阪神例
会、ブランデンブルク全曲
の会
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）135 名
Duo ハヤシレッスン（林俊
昭・林由香子）
年次大会（日本青年館）
111名

1981~
1985~

1988~

1999.10.9-12

1999.11.21

2000.2.20

（平成 12 年）

2000.10.7-10

2000.10.15

2000 〜

2001.2.18
（平成 13 年）

2001.8.5

2001.10.19-22

2002.2.3
（平成 14 年）

1回阪大オペラ：モーツァ
ルト歌劇「フィガロの結婚」
全曲（写真）

トビリシ弦楽四重奏団（Vn
ゲオルギ・バブアゼほか）　
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）115 名
APA25 周年記念特別例会
シリーズ　フルート例会、
江戸川例会
APA25 周年記念年次大会

（彩の国さいたま芸術劇場）
180 名
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）111 名
ゴーシュの会（林 裕）
管楽器の会、ピアノ入り室
内楽の会
年次大会（横浜みなとみら
い小ホール）132名
阪大オペラ「こうもり」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）101 名
年次大会（横浜みなとみら
い小ホール）126名

1999~ 2002.8.4

2002.10.18-21

2002 〜

2003.2.10
（平成 15 年）

2003.8.24

2003.10.17-20

2004.2.28-29
（平成 16 年）

2004.8.8

2004.10.15-18

2004 〜

2005.4.3

（平成 17 年）

2005.8.7

2005.10.14-17

2005 〜

2006.2.19
（平成 18 年）

2006.7.30

2006.10.13-16

2006 〜

阪大オペラ「オペラ名曲」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）96 名
埼玉予約例会
年次大会（横浜みなとみら
い小ホール）103 名
阪大オペラ「椿姫」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）85 名
年次大会（大田文化の森）
107 名
阪大オペラ「魔笛」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）100 名
ピアチェーレの会、ヴァイ
オリンの会、京都室内楽コ
ンサート、声楽とピアノの
会、京阪例会クラシックコ
ンサート、西北サロン、弦
楽四重奏の会
年次大会（横浜みなとみら
い小ホール）123 名
阪大オペラ「コジ・ファン・
トゥッテ」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）89 名
プレリュードと平均律の会、
名古屋室内楽を楽しむ会
年次大会（横浜みなとみら
い小ホール）94 名
阪大オペラ「ドンジョバンニ」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）94 名
堺ソロ・デュオ例会

2002~ 2007.2.18
（平成 19 年）

2007.8.19

2007.10.12-15

2007 〜

2008.2.16
（平成 20 年）

2008.8.31

2008.10.17-20

2008.10.17-20

2008 〜

2009.2.15
（平成 21 年）

2009.7.5

2009.10.4

2009.10.16-19

2009 〜

2010.1.31
（平成 22 年）

2010.7.18

2010.8.29

年次大会（葛飾シンフォ
ニーヒルズアイリスホー
ル）107 名
阪大オペラ「フィガロの結
婚」
河口湖音楽祭（サニーデ
ビレッジ）95 名
APA-bbsコンサート、蟠
龍寺例会（入門例会）、
APA 大倉山コンサート
年次大会（葛飾シンフォ
ニーヒルズアイリスホー
ル）95名
阪大オペラ「メリーウイ
ドウ」
特定非営利活動法人（NPO）
日本アマチュア演奏家協
会に
河口湖音楽祭（サニーデ
ビレッジ )103 名
蓼科例会、bbsピアチェー
レ・アドホック、APA ク
ラブ室
年次大会（葛飾シンフォ
ニーヒルズアイリスホー
ル）97名
ゴーシュの会（池村佳子）
阪大オペラ「カルメン」
河口湖音楽祭（サニーデ
ビレッジ）85 名
ピアノアンサンブル＆声
楽の会
35周年年次大会（彩の国
さいたま芸術劇場）130名
ゴーシュの会（寺田達郎）
阪大オペラ「ジプシー男
爵＆こうもり」

2007~
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APA 50年の歴史
APA50 年の歴史は、そのままアマチュア奏者たちの横のつながり、広がりを雄弁に
物語ります。ここでは、その流れを紹介します。
※例会の太字表記は、現在も活動中です。
■ APA の動き　■例会　■関西支部　■全国大会など　■合宿 音楽祭　■レクチャー、コンサート

1973~

1973.7.28

（昭和 48 年）

1973.7.28

1974.1.16

（昭和 49 年）

1974.3.17

1974.6.15

1974.9

1974.12.1

アマチュア奏者同士を結ぶ
幅広い組織を検討
創設者井上明の次女、千
華さんご逝去。亡き子の
記念に組織づくりを決意
APA 設立準備会東京連絡
会を結成

「音楽の友」の広告掲載
APA 設立準備会東京連絡
会正式発足・設立披露パー
ティ開催（日本都市セン
ター別館会議室・写真）
中央線沿線例会、城西地
区例会、バッハ・アンサ
ンブル、東北地区例会
関西支部設立総会（梅田・
如水クラブ）

1975~

1975.3.21

（昭和 50 年）

1975 〜

1976.3.6-7

（昭和 51 年）

1976 〜

1977.4.29-30

（昭和 52 年）

1977.7

1977.7.29-31

1977 〜

全国大会（日本都市セン
ター）270 名
西武線（旧西武線沿線）例
会、京王線例会、千葉例会、
都心平日夜例会、駒込例会、
フルートを楽しむ会
全国大会（国立オリンピッ
ク記念青少年総合センター）
230 名
城南例会、ピアノと遊ぶ
会、吉祥寺で遊ぶ会、CD
グレード例会（旧グレー
ド CD の方のための会）
全国大会（全国労音会館）
383 名
クラブ室（合奏室兼事務室）
開設：大久保製餡会館ビル
飯山合宿（音楽祭の始ま
り）42 名
クラブ室例会、湘南例会、
リコーダーの例会、柏例会、
ギターを含む音楽・合奏会 1978~

1978.7.29-8.1

（昭和 53 年）

1978.9.17

1978 〜

1979.7.29-8.1

（昭和 54 年）

1979 〜

1980.9.21-23

（昭和 55 年）

1980.10.10

1980 〜

西武・多摩例会合同合宿（軽
井沢セミナーハウス）35名
全国大会（九段会館）243
名／ APA 正式発足
２台ピアノの会、クラブ室
例会、ひばりヶ丘室内楽会、
新宿例会、船橋例会、密か
にカルテットを楽しむ会、
新杵サロンコンサート
合宿（軽井沢セミナーハウ
ス）83 名
木曜会（旧平日 DE 例会）、
さいたま（旧埼玉）例会、
東横線（旧横浜）例会、小
田急沿線例会、田園都市（旧
田園都市沿線）例会、船橋
例会、オーケストラ例会、
室内楽例会
合宿（ＹＭＣＡ野辺山高原
センター）90 名
全国大会（九段会館）219名
カルテットの会、江戸川例
会、上野例会、チェロの会、
ピアノ例会設立披露パーティ

（毎日新聞社提供）

1989 〜

1990.2.9
（平成 2 年）

1990. 6.17

1990.7.20-23

1990.10.21

1990 〜

1991.1.8

（平成 3 年）

1991.7.26-29

1991.11.24

1991 〜

ウィークディストリング
ス、管楽器の会、ピアノと
室内楽忘年会
林俊昭レッスン

ゴーシュの会（大木愛一）
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）110 名
年次大会（日本青年館）
109 名
会員数 934 名に減少
ピアノサロン、京阪例会
ゴーシュの会（長谷川陽子）

河口湖音楽祭にて日本室内
楽振興財団から初の助成。
東京ベートーヴェンカル
テットをゲスト招聘140名
年次大会（日本青年館）
110 名
我孫子例会

1990~ 1992.5.30

（平成 4 年）

1992.7.24-27

1992.11.22

1992 〜

1993.7.11

1993.7.30-8.2

（平成 5 年）

1993.11.7

1993 〜

1994.3

（平成 6 年）

1994.7.29-8.1

1994.11.6

1994 〜

1995.7.28-31

（平成 7 年）

1995 〜

S.ブロティッチさんとバッ
ハレッスン
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）108 名
年次大会（日本青年館）
119 名
空港アンサンブル、高槻例会、
京都日曜例会、京都火曜例会
ゴーシュの会（佐藤光）
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）115 名
年次大会（日本青年館）
110 名
室内楽の会、阪奈例会
クラブ室を会員有志のエイパ
クラブ株式会社で買取り「APA
西村記念クラブ室」と改称
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）112 名
設立 20 周年記念年次大会

（日本青年館）95 名
火曜会
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）110 名
ベーゼンドルファー室内楽

1992~ 1996.2.10
（平成 8 年）

1996.10.10-13

1996 〜

1997.2.16

（平成 9 年）

1997.7

1997.10.10-13

1997 〜

1998.2.8

（平成 10 年）

1998.3.29

1998.3.29

1998 〜

1999.2.20
（平成 11 年）

1999.5.16

1999.8.1

コンサート
年次大会（日本青年館）
117 名
河口湖音楽祭（サニー
デビレッジ）94 名
新ピアノサロン、西神
戸室内楽を愉しむ会
年次大会（日本青年館）
96 名
APA 公式サイトを創設
河口湖音楽祭（サニー
デビレッジ）107 名
早大理工コンサート、エ
イパ室内楽コンサート、
室内楽全曲の会
年次大会（彩の国さい
たま芸術劇場）110 名
APA会員数1180名、関
西支部会員数400名に
S. ブロティッチさんと
モーツァルトレッスン
ゴーシュの会（峰本更）
ビオラの会
年次大会（彩の国さい
たま芸術劇場）130 名
ゴーシュの会（堤剛）
APA25周年記念特別例
会シリーズ・関西支部第

1996~
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2022.6.10

2022.8.19

2022.9.9

2022.9.23-25

2022.10.22

2022.11.11

2022.12.19

2022 〜

2023.1.27

（令和 5 年）

2023.2.25

2023.3.9

2023.9.23-25

ロン事業を開始
Vn 小林朋子先生と交流サロン
Va大島路子先生と交流サロン
Vc田崎瑞博先生と交流サロン
掛川合宿（つま恋リゾート）
52 名

Vn梅原真希子先生と交流サロン
Vn若松夏美先生と交流サロン
Vc古川展生先生と交流サロン
バロックの会
Va百武由紀先生と交流サロン

Vc 大友 肇先生と交流サロン
Vc 荒井 結先生と交流サロン
掛川合宿（つま恋リゾート）
68 名

APA 50年の歴史
2010.10.12-15

2010.10

2010 〜

2011.2.10-11
（平成 23 年）

2011.8.28

2011.10.14-17

2011.10.30

2011 〜

2012.2.5

2012.2.18-19
（平成 24 年）

2012.9.2

2012.10.12-15

2012 〜

2013.2.16-17
（平成 25 年）

2013.10.18-21

河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）100 名
認定 NPO 法人資格取得
たまかい、平日弦四の会
年次大会（葛飾シンフォ
ニーヒルズアイリスホール）
132 名
阪大オペラ「カヴァレリア・
ルスティカーナ＆椿姫」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）95 名
メサイアハイライト
新宿御苑自由例会、室内楽
大好き例会
ゴーシュの会（池村佳子）
年次大会（葛飾シンフォ
ニーヒルズアイリスホール）
155 名
阪大オペラ「アイーダハイ
ライト」
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）74 名
かつしか例会
年次大会（葛飾シンフォ
ニーヒルズアイリスホール）
148 名
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）65 名

2013.11.10

2013 〜

2014.2.16
（平成 26 年）

2014.10.17-20

2014 〜

2015.2.22
（平成 27 年）

2015.10.16-19

2015 〜

2016.2.21
（平成 28 年）

2016.3.13, 15

2016.10.8

2016.12.10

2016 〜

2017.3.5
（平成 29 年）

2017.4.23

2017.8.27

2017.9

河野文昭先生とアンサンブル
中央線例会
年次大会（彩の国さいたま芸
術劇場）135 名
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）77 名
ピアノデュオの会(旧２台ピ
アノの会)、自由合奏の会
年次大会（彩の国さいたま
芸術劇場）161名
河口湖音楽祭（サニーデビ
レッジ）72 名
千葉例会、40周年関西支部総会
年次大会（昭和音楽大学）
178 名
第1回国際室内楽音楽祭（小
金井＋熱海起雲閣）
レクチャーコンサート #1
レクチャーコンサート #2
宇都宮例会、木曜倶楽部
年次大会（昭和音楽大学）
155 名
レクチャーコンサート #3
レクチャーコンサート #4
山田楊平さんを偲ぶ会

2018.2.25
（平成 30 年）

2018.5.12

2018.9.2

2018 〜

2019.2.24
（令和元年）

2019.3.9-10

2019.3.16

2019.3.16

2019 〜

2020 〜

年次大会（昭和音楽大学）
141 名
レクチャーコンサート #5
レクチャーコンサート #6
ぷち曲楽しむ会
分散年次大会（西宮フェリー
チェサロン）28 名
分散年次大会（大倉山記念
館、豊洲シビックセンター・
かつしかシンフォニーヒル
ズほか）129 名
分散年次大会（名古屋スタ
ジオ・フィオリ－レ）35 名
レクチャーコンサート #7
チェロアンサンブル例会、
秋のチェロの会
新型コロナウイルス猛威、
リモートアンサンブルに挑戦
認定 NPO 法人再取得
神戸ソロ・デュオの会、女
性作曲家の会

2010~
2014~

2019~
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2015年以来、7年ぶりに開催された合宿（2022年）

2020.10.17
（令和 2 年）

2020.12.12

2021.10.17

（令和 3 年

2021 〜

2022.1.30

（令和 4 年）

2022.5.28

2022.4

ベートーヴェン生誕250年コ
ンサート#2（かなっくホール）
ベートーヴェン生誕250年
コンサート#3（ミューザ川崎）
ベートーヴェン生誕250年
コンサート#1（ひまわりの郷）

中央線例会（再開）
ピアノ入り室内楽公開レッス
ン
サン＝サーンス没後100周年
コンサート（五反田文化セン
ター）
初のクラウドファンディン
グを達成し、室内楽交流サ

2020~
2022~ 2023 〜

2023.12.16

2024.4
（令和 6 年）

2024.5

2024.5.12

2024.6.16

2024.7.14

2024.8.10

2024.9.23-25

2024.9.29

2024.10.18

2024.11.30

2025.1.18

（令和 6 年）

2025.2.23

2025.2 〜

2025.3.1

2025.3.23

2023~
新かつしか例会、弦楽合奏
の会、京都室内楽サロン
弦楽四重奏の会が、第 11
回ベートーヴェン弦楽四重
奏曲全曲演奏を開催
2024 年度事業としてクラ
ウドファンディングを達成
新ロゴを作成
Va柳瀬省太先生と交流サロン
Vc西谷牧人先生と交流サロン
Vn桐山建志先生と交流サロン
Vn川原千真先生と交流サロン
掛川合宿（つま恋リゾート）
72 名
Vc 高木慶太先生と交流サロン
Pf今井彩子先生と交流サロン
Vn 双紙正哉先生と交流サロン
Vc藤森亮一先生と交流サロン

Vn 小森谷巧先生と交流サロン
プロ演奏家と室内楽合奏で
プレイ・イン企画スタート
APA 創立 50 周年記念コン
サート＆祝賀会（品川健康
センター 7F ホール）
Va 村上淳一郎先生と交流
サロン

Beethoven 250th Anniversary

Chamber Music Concert Series

生誕250年記念

ベートーヴェン室内楽

連続演奏会
日本ベートーヴェンクライス代表理事

野平一郎先生  推薦曲を中心に

「生涯の節目の曲をいろい
ろ紹介させて

いただきましたが、ぜひ生
誕250年の

記念の年に、ベートーヴェ
ンの圧倒的

とも言える創造のエネルギ
ーに触れて

いただければ幸いです」
野平一郎：1953 年生まれ。東京藝術大学、同大学

院修士課程作曲科を修了後、フランス政府給費留

学生としてパリ国立高等音楽院に学ぶ。ピアニス

トとしては内外の主要オーケストラにソリストと

して出演する一方、多くの国際的名手たちと共演

し、室内楽奏者としても活躍。100 曲以上に及ぶ作

品の中には、フランス文化庁、ベルリン・ドイツ交

響楽団、国立劇場その他からの委嘱作品がある。

現在、静岡音楽館 AOI 芸術監督。東京藝術大学作

曲科教授。日本ベートーヴェンクライス代表理事。

ⓒ YOKO SHIMAZAKI

◆公演Ａ（11 時半コンサートルーム：無料・要整理券）

①モーツァルト：弦楽四重奏曲第 21 番ニ長調 K.575 「プロシャ王１番」

（Vn1 中野尾今日子 Vn2 山本顕一 Va 柴田希予子 Vc 臼井博昭）

②ハイドン：弦楽四重奏曲第 62 番 ハ長調 「皇帝」Op. 76 No. 3（Vn1

奥井真子 Vn2 大橋健 Va 村田雅文 Vc 藤波忠）

③ピアノ三重奏曲第 7 番 変ロ長調 「大公」 Op. 97（Pf 関玲子 Vn 小森

史朗 Vc 尾崎眞義）

◆公演Ｂ（13 時コンサートホール : 無料・要整理券）

④弦楽四重奏曲第 8 番 ホ短調 「ラズモフスキー第 2 番」 Op. 59, No. 2

（Vn1 藤井壮一郎 Vn2 田中弘志 Va 永田文子 Vc 永田雅夫）

⑤ピアノ三重奏曲第 5 番 ニ長調 「幽霊」 Op. 70, No. 1（Pf 木原桃子 Vn

小野弘達 Vc 太田有子）

⑥弦楽四重奏曲第 9 番 ハ長調 「ラズモフスキー第 3 番」 Op. 59, No. 3

（Vn1 荒井隆 Vn2 徳永優子 Va 松下恵利子 Vc 菊地史郎）

⑦ピアノ協奏曲第 5 番 変ホ長調 「皇帝」 Op. 73（ピアノ独奏 吉田薫・

大橋朗子   相澤紀史指揮ベートーヴェン生誕 250 周年記念エイパ

特別オーケストラ）

◆公演Ｃ（16 時コンサートルーム：無料・要整理券）

⑧弦楽四重奏曲第 3 番 ニ長調 Op. 18, No. 3（Vn1 守屋朋子 Vn2 森い

ずみ Va 林英治 Vc 久積秀隆）

⑨ピアノソナタ第 9 番 ホ長調 Op. 14, No. 1（ピアノ独奏  安藤美保）

⑩弦楽四重奏曲第 10 番 変ホ長調 「ハープ」 Op. 74（Vn1 土屋早苗

Vn2 長田絵理 Va 直原亜紀 Vc 中馬脩）

◆公演Ｄ（18 時コンサートホール：有料  当日 1000 円、前売 900 円）

⑪弦楽四重奏曲ヘ長調 Hess34（Vn1 竹田昌史 Vn2 久保寺健子 Va 松

井先生 Vc 臼田正子）

⑫弦楽三重奏曲 ハ短調 Op. 9, No. 3（Vn 荒井あゆみ Va 小原かおり Vc

高木先生）
⑬弦楽五重奏曲 ハ短調 Op. 104（Vn1 小森史朗 Vn2 山本先生 Va1 海

津暁夫 Va2 米倉敦子 Vc 山本敦子）

⑭弦楽四重奏曲第 7 番 ヘ長調 「ラズモフスキー第 1 番」 Op. 59, No. 1

（Vn1 小林先生 Vn2 上矢雅幸 Va 水野さやか Vc 臼井博昭）

⑮弦楽四重奏曲「大フーガ」変ロ長調 Op. 133（Vn1 高松恭子 Vn2

桑名尚子 Va 浅生穎一 Vc 桑名俊光）

⑯弦楽四重奏曲第 16 番 ヘ長調 Op. 135（クァルテットヒムヌス）

⑰クァルテットヒムヌスと参加者による弦楽合奏〜弦楽四重奏曲第

14 番 嬰ハ短調 Op.131 終楽章

シリーズコンサート１　 主催：アンサンブル N     共催：東横線例会、田園都市例会　後援：横浜市教育委員会

” ハイドン・モーツァルト、そしてべートーヴェン弦楽三・四・五重奏曲、ピアノ協奏曲 ｢皇帝｣ まで ”

2020･6･20 ㊏  青葉台・フィリアホール（東急田園都市線青葉台駅前・青葉台スクエア South1-5F）

　　　　　　　　 ゲスト：クァルテットヒムヌス　Vn1：小林朋子　Vn2：山本翔平（都響）　Va：松井直之（N 響）　Vc：高木慶太（読響）

全公演共催

NPO 法人日本アマチュア演奏家協会

♯1はコロナ
禍のため、開
催が何度も延
期された

詳しい内容は
こちらから



APAが招聘したプロの演奏家
【1975年】　　

Va 浅妻文樹、Vc 黒沼敏夫、Pf 永富
和子、Fl 吉田雅夫、Cd 渡辺暁雄

【1976年】
Cp 芥川也寸志、別宮貞雄、服部公一、
Cd 岩城宏之、早川正昭、浅妻文樹、
Vc 黒沼俊夫、Fl 吉田雅夫、峰岸壮一、
Ob 鈴木清三、 Pf 永富和子、N 響室
内楽団（Vn 田中千香士、武藤伸二、
Va 大久保淑人、Vc 堀了介、Cl 浜中
浩一）、桐五重奏団（Pf 弘中孝、Vn
久保陽子、恵藤久美子、Va 店村真積、
Vc 藤原真理）
	
【1977年】

Pf 小林仁、Cd 山田一雄、浅妻文樹、
伴有雄、Vn 岩淵龍太郎、Va 奥邦夫、
日フィルメンバー
	
【1979年】	

Cp 高木東六、Vn 梅津南美子、Vc 青
木十良、松波恵子、Pf 永富和子、Cd
星出豊
		
【1980年】	

Vn 青木明彦、梅津南美子、篠崎功子、
Vc 青木十良、松波恵子、Fl 吉田雅夫、
Cl 松代晃明、Pf 霧生トシ子、田村宏、
Cp 助川敏彌

【1981年】	
Cd 宇宿允人、Cp 助川敏彌、Pf 安藤
仁一郎、Fl 吉田雅夫、久合田緑弦楽
四重奏団（久合田緑、鈴木星彦、生
沼晴嗣、藤田隆雄）、Cd 家田厚志
	
【1982年】	

Cd 山岡重信	

【1983年】
Cd 家田厚志、服部正、Vn 久合田緑、
蒲生克郷、Va 生沼晴嗣
	
【1984年】

Cd 家田厚志、日比野愛次、Vn 青木
明彦、田代美恵子、久合田緑、蒲生
克郷、堂阪俊子、Va 生沼晴嗣、岩橋
玲子、Vc 土肥敬、奈切敏郎、藤田隆雄、
村瀬忠文、Fl 佐々木 真、Cl 松代晃明、
Pf 雁部一浩、菊池百合子、霧生トシ
子、永富和子、Cp 助川敏彌
	
【1985年】	

Cd 本名徹二

【1986年】	
Vn 岩淵龍太郎
		
【1987年】	

Vc 菊地俊一、Cd 奥田道昭、Vn 岩
淵龍太郎、Vc 林俊昭、Pf 林由香子、
Va 田口朝子
	
【1988年】	

Va 上野博孝、Vc 林俊昭、Pf 林由香子

【1989年】	
Cd 久保田洋、Vc 林俊昭、Pf 林由香子

【1990年】	
Vn 岩淵龍太郎、Cd H.J.Kauffmann 、
Vc 林俊昭、Vc 大木愛一
		
【1991年】	

東京ベートーヴェン・カルテット（堂
阪敏子、岡本雅子、藤牧久美子、奈切
敏郎）、Vn 久合田緑、Vc 長谷川陽子

【1992年】
久合田緑弦楽四重奏団（久合田緑、
小宮直、生沼晴嗣、菊地知也）、Vn
日高毅、Va 生沼晴嗣、大野かおる、
Pf ブロティッチ
	
【1993年】	

Pf 弘中孝、Vn 篠崎 功子、Vc 堀了介、
Vn 久合田緑、Va 磯良男、Vc 佐藤光

【1994年】	
イソ弦楽四重奏団（磯恒男、山中光、
磯良男、黒川正三）、Cl 松代晃明、
Pf 霧生トシコ

【1995年】
Pf 岩崎淑、Vn 久合田緑、Vc 北本秀樹、
Cd 中島良能

【1996年】	
Pf 弘中孝、Vn 久保陽子、Va 店村真
積、Vc 毛利伯郎、Vn 宮本恵、Fl 佐々
木真

【1997年】	
SAWA QUARTET（澤和樹、大関博明、
市坪俊彦、林俊昭）、Vn 千葉純子、
Vc 山本裕康、Fl 中山早苗

【1998年】
Pf 岩崎淑、Vn 千葉純子、Va 松実健
太、Vc 山本裕康、Fl 中山早苗、ゼク
ステット 魅生瑞（Pf 大滝良江、Fl 青
木美咲、Ob 富田和子、Cl 山本靖子、
Hr 阪本正彦、Fg 大滝雄久）、Pf ブロ
ティッチ、Vc 峰本更

【1999年】
Pf 諸田由里子、Vn 山本友重、Vc 山
本裕康、アンサブル・アルゴス（友
田啓明､ 世川治子、百武由紀､ 平田
昌平）、Vc 堤剛、Cd 布埜、トビリシ
弦楽四重奏団（Vn ゲオルギ・バブア
ゼほか）、Fl 佐々木真、Vn 齊藤和久

【2000年】
Vn 久合田緑、 Vc 林俊昭、Pf 林由香
子、Cl 高橋知己、YAMATO 弦楽四重
奏団（浜野考史、石田泰尚、榎戸崇浩、
坂田宏彰）、Vc 林裕

【2001年】	
アンサンブル・シンポシオン（桐山
建志、髙橋真二、諸岡涼子、諸岡範澄、
尾崎温子）、Vc 菅野博文 、Vn 早稲
田桜子、Pf 早稲田真理 、Cd 河崎聡

【2002年】	
古典四重奏団（川原千真、花崎淳生、
三輪真樹、田崎瑞博）、アンサンブル・
ヴェガ（佐分利恭子、水鳥路、川中

子紀子、三森未来子）、Cd 河崎聡

【2003年】
Vn 松原 勝也、Vc 山崎 伸子、Pf 野平 
一郎、クァルテット・エクセルシオ

（西野ゆか、山田百子、吉田有紀子、
大友肇）、Cd 河崎聡

【2004年】	
エルデーディ弦楽四重奏団（蒲生克
郷、 花崎淳生、 桐山建志、 花崎薫） 、
Opus1 メンバー（Vn 大谷玲子、Va
安藤裕子、Vc 林裕）、Hr 守山 光三、 
阿部麿、Cd ゲオルギ・バブアゼ

【2005年】
Vn 松原 勝也ほか、BSC クァルテッ
ト（Vn 七澤清隆、七澤裕子、Va 坪
田亮子、Cb 毛利恭三）、Vc 森澤 泰、
Cd ゲオルギ・バブアゼ
	
【2006年】

クァルテット・エクセルシオ（西野
ゆか、山田百子、吉田有紀子、大友
肇）、エラン弦楽四重奏団（福留史
紘、伊東祐樹、松井直之、大谷雄一）、
Fg 馬込 勇、Cd ゲオルギ・バブアゼ
 
【2007年】

新アドニス弦楽四重奏団（山中 光、
手島志保、小野聡、平野千種）、オ
ブリオンカルテット（木村恭子、深
谷まり、木村恵子、間瀬利雄）、Hr
阿部麿、Cd ゲオルギ・バブアゼ

【2008年】
クワトロ・ピアチェーリ（大谷康子、
斉藤真知亜、百武由紀、苅田雅治）、
Vn 岡山潔、Va 大野かおる、Vc 河野
文昭、ザ・芸者ストリング・クワル
テット（矢野晴子、岩戸有紀子、大
沼幸江、矢野晶子）、Cd ゲオルギ・
バブアゼ

【2009年】
クライネス・コンツェルトハウス（三
戸素子、藤村政義、二宮隆行、小澤
洋介）、昴 21 弦楽四重奏団メンバー 

（Vn 三又治彦、Va 御法川雄矢、Vc
玉川克）、Ob 鷹栖美恵子、Cd ゲオ
ルギ・バブアゼ
	
【2010年】

ジャパン・ストリング・カルテット（久
保陽子､久合田緑､菅沼準二､岩崎洸）、
Vn 物集女純子､ Va 大島路子､ Vc 森
澤泰、Fg 鎌田比呂美、Vc 池村佳子、
Vc 寺田達郎、Cd ゲオルギ・バブアゼ
	
【2011年】

クライネス・コンツエルトハウス（三
戸素子､ 萩原淑子、二宮隆行、小澤
洋介）、WAO 弦楽四重奏団（上保朋
子、志村知里、生沼晴嗣、林一公）
Cd 中村貴志
	
【2012年】

クァルテット・エクセルシオ（西野
ゆか、山田百子、吉田有紀子、大友
肇）、Quartet ATOM（平光真彌、新

谷歌、吉内紫、山際奈津香）、Vc 池
村佳子、Cd ゲオルギ・バブアゼ

【2013年】
岡山潔弦楽四重奏団（岡山潔、服部
芳子、佐々木亮、（代）花崎薫）クァ
ルテット・ヒムヌス（小林朋子、山
本翔平、松井直之、高木慶太）、Vc
河野文昭

【2014年】
クワトロ・ピアチェーリ（大谷康子、
斉藤真知亜、百武由紀、（代）銅銀
久弥）、WAO 弦楽四重奏団（上保朋
子、志村知里、生沼晴嗣、林一公）

【2015年】
ジャパン・ストリング・カルテット（久
保陽子､ 久合田緑､ 菅沼準二､ 岩崎
洸）、Vn 西野ゆか、Va 安藤裕子、Hr
阿部麿

【2016年】
Vn ジェラール・プーレ、Vc 菅野博
文、Pf 川島余里、Va 松実健太、講師：
幸松肇

【2017年】
Vn小森谷巧 、Vc古川展生、 Pf三谷温、
講師：田崎瑞博
	
【2018年】

Vn 小森谷巧、Va 松実健太、 Vc 古川
展生、 Pf 三谷温、 Vn 佐藤まどか、 Va
大島路子、講師：田崎瑞博

【2019年】
クァルテット奥志賀（会田莉凡、小
川響子、石田紗樹、黒川実咲）、Vn
梅原真希子、講師：藤本一子

【2020年】	
クァルテット・エクセルシオ（西野
ゆか、北見春菜、吉田有紀子、大友肇）
	
【2021年】

クァルテット・ヒムヌス（小林朋子、
山本翔平、松井直之、高木慶太）	

【2022年】
Pf 横山美里、Vn 小林朋子、Va 大島
路子、Vc 田崎瑞博、Vn 梅原真希子、
Vn 若松夏美、Vc 古川展生
	
【2023年】

Va 百武由紀、Vc 大友肇、Vn 西野ゆか、 
Vn 物集女純子、Va 安藤裕子、Vc 羽
川真介、Pf 横山美里、Va 吉田有紀子、
Vn 戸原直
	
【2024年】

Vn 伊藤亮太郎、Vc 笹沼樹、Vc 荒井
結、 Va 柳瀬省太、Vc 西谷牧人、Vn
桐山建志、Vn 川原千真、Vc 高木慶太、
Pf 今井彩子、Vn 双紙正哉

【2025年】
Vc 藤森亮一、Vn 小森谷巧、Va 村上
準一郎、Pf 横山美里、Vn 三戸素子

日本の音楽界を担う重鎮たちをはじめ、新進気鋭の若手に至るまで、50 年間に招聘した実績を紹介します。
アマチュアの底力とそれに呼応することを心底喜んだプロ奏者たちの心意気が感じられます。※カルテットの楽器名は省略
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小松﨑倫子（Vn）
APAは、全国レベルで室内楽
の楽しさを味わうことのでき
る唯一無二の団体です。 皆様
との新たな出会い、そして一
緒にアンサンブルを楽しむこ
とを心待ちにしております。

西田克彦（Hr）
APAにはアマチュア演奏家が趣
味を同じくする演奏家と 楽しめ
る情報がたくさん。 いつでも仲
間を探して楽しむ機会を作れま
す。HPの情報からご自分の希
望にあった仲間とアンサンブル
してみましょう。きっと音楽生
活が充実したものになりますよ。

小森史朗（Vn）
仕事、出身校、ご近所、SNS、
友人では得られない多様な背景
や価値観を持った人と室内楽を
通じて、つながってみませんか。
気の合った仲間と演奏したり、
旅先で合奏したり、美味しいも
の食べたり。あなたの人生を豊
かにする入口はここにあります。

塗木由香（Fl）
APAには強みがあります。弦・
管のほかピアニストや声楽家も
いる全国組織で、室内楽フェチが
大勢いてあなたを導きます。ヤル
気さえあれば異種格闘技戦の室
内楽も楽しめます。気の合う音
楽仲間と未来のAPAを楽しい場
所にするのはあなたの力です！

山下早代子（Vn）
室内楽ではすべてのパートが
ソリスト。オケではコンマス
だけ、でも室内楽は一人ひと
りがソリスト。無理？　いい
え、APAでは多くの例会が室
内楽初心者を歓迎します。さ
あ、あなたもソリストの醍醐
味を味わいましょう！

伊藤　周（Vn, Pf）
アマチュアが友だち同士で音
楽を演奏して楽しむ。これぞ
室内楽。私たちと一緒に音楽
を楽しみましょう。室内楽は
名曲の宝庫、一生かかっても
演奏し尽くせない名曲の山が
待っています。

臼井博昭（Vc）
オーケストラや1人でも楽
器演奏は楽しめますが、せっ
かく楽器を弾けるなら室内楽
をしないのはもったいないで
す。エイパなら室内楽の魅力
的で奥深い世界を旅する仲間
がたくさん。あなたの参加を
お待ちしています。

濱田和博（Hr, Vc）
50年の歴史と情熱を受け継
ぎ、共にアンサンブルの喜び
を奏でよう！アマオケやブラ
スで演奏するだけが楽しみで
はありません。少人数の室内
楽で、ともに音楽を創りあげ
る感動を味わいましょう！

奧村早苗（Pf, Cem, Fl）
室内楽デビューは、合宿でのモー
ツァルトピアノ四重奏曲。自己紹
介は全然覚えていない。覚えてい
るのは初めての私に合わせたゆっ
くりなテンポとみんなの音が私に
寄り添ってくれる感覚。合奏は
相手に寄り添えば音が響き合う
仕掛けになっているんだなぁ。

新 巳喜男（Vn, Va, Vc）
「出会い系室内楽」の醍醐味に
はまって18年。無数の名曲
と毎回闘いながら、メンバー
と作り上げるワクワク感や本
番での緊張は、他で味わえな
い愉悦の時間です。海外との
「つながり」も人生を豊かにし
ます。味わってみませんか？

増田　篤（Vc）
気がつけば50年、APAは音
楽好きが集まっては弾き、語
らい、時に暴走しながら歩ん
できた。上手い下手よりも
「やってみよう」の精神が大
事。未来の仲間たちへ——楽
器があれば大歓迎。一緒に音
楽で遊びませんか？

小野弘達（Vn）
室内楽と共にある人生は、い
い人生だ。「室内楽を究める
＝人生を究める」なのかもし
れない。「音楽を通じて、か
けがえのない体験を共有でき
る場であり続ける」という想
いが、APAの根本精神である。

高松恭子（Vn）
楽器の練習は孤独なものです
が、だからこそ演奏で仲間と
共に一つの曲を作り上げて
いくことに喜びを感じられま
す。音楽を通してたくさんの
仲間にも出会えます。今こそ
勇気を出して室内楽の世界へ
一歩踏み出しましょう。

守山算哉（Vn）
室内楽の作品に宿る霊魂を受
け継ぐすべての人たちへ
生が集まり、聖霊が顔を出し、
命が再現されるステージ
プレイヤーとして共に令和に
実現しよう。

油谷伸一（Vn, Cd）
室内楽を通して得られる、自
分が曲を作り上げているとい
う実感、とりわけ作曲者の
想い、意図した狙いが一緒に
合わせるメンバーと共有でき
た時の歓びははかり知れませ
ん。APAの人々は、新しいメ
ンバーを期待しています。

2025 年春、APA 理事会メンバーたち全員（理事 21 名、監事 2 名）から未来の仲間たちへのメッセージです。
APA への門戸はいつも開かれています。室内楽の扉をノックしてみませんか？
出会いがあり、学びがあり、高揚感や達成感も時々あります。なかなか楽しいですよ！
QR コードから、APA の世界を覗いてみてください。

APA 入会案内
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　APAが設立50周年を迎えることができましたのも、室内楽を愛好
する会員皆さまの情熱と活発な例会活動に貢献くださる例会幹事の皆
様、いつもご支援くださるプロ演奏家の皆様や賛助会員の皆様のおか
げと、深く御礼申し上げます。
　さて、50年と言っても、設立から2000年までの25年とその後の
25年では、インターネットの普及で、大きく変化いたしました。入
手が困難な楽譜もネットで注文でき、サイトからダウンロードした楽
譜は、タブレットなどの端末で読める時代になりました。このように、
気軽に室内楽を始められる環境が整って行くのですから、室内楽の輪
が広がることを期待しますが、クラシックの愛好家が減少しているの
は世界的傾向のようです。
　若手が入らないのは不安材料ではありますが、人生100年時代が到
来し、APAも長寿で合奏を楽しまれている方が大勢いらっしゃいます。
経験豊かなその方々に導かれてAPAが続いてきたことに、私たちは感
謝しなければなりません。戦前生まれの創立メンバーの方々は、若き頃、
室内楽の相手探しに苦労されたそうです。楽器を持った人を駅で見か
けたら声をかけ、知人の知人の紹介などで仲間を増やし、合奏場所を
提供し、その中からプロ演奏家も誕生していきます。
　2006年APA河口湖音楽祭のゲスト「エラン弦楽四重奏団」の1Vn
福留史紘さんは、まさにこの寄せ集めの中から、のちにプロになった
先生に師事されていたことがわかり、その場が大いに盛り上がりまし
た。この時私は、室内楽愛好家の先駆者の思いが次につながっている
ことに感激いたしました。
　室内楽は、お互いの音や呼吸に耳を澄ませるように、ごくごく近い
距離で合奏します。初めて出会った人でも、プロ演奏家と一緒に合奏
しても同じスタイルです。この親密さの中で、お互いの人間性に触れ、
音楽性に影響を受け、自分の演奏の力にしていく過程は、豊かで楽し
いものです。楽器演奏は個人的な楽しみでありながら、室内楽は他者
にも影響を与えるならば、コロナ禍を経験した現代では、この中に入っ
ていくことに臆病になるのかもしれません。APAが成し遂げて来た成
果は、この記念誌で紹介した通りですし、偉大なる先駆者たちに感謝
いたしますが、これからは、初めての人と合奏するハードルを低くして、
コミュニケーションの不安も吹き飛ぶ室内楽の楽しみ方を模索したい
と思います。
　3年前から取り組んでいるクラウドファンディングは、室内楽を楽
しむこと、それを普及させることに活用させていただいています。さ
らに日本中の音楽団体と連携した音楽活動も室内楽の輪を広めるため
に必要と言えるでしょう。今後とも皆様の一層のご支援ご協力を賜り
ますようにお願い申し上げます。

日本アマチュア演奏家協会理事長
奥村早苗

有馬善一（Vn, Va, Vc, Vdg）
一人ひとりの奏でる音が合わ
さって、ひとつの音楽の響き
となる。それが室内楽です。
弾きながら相手の音を聴くこ
と、ダンスをするように音の
会話を楽しむこと。それが
室内楽の醍醐味です。一緒に
やってみませんか。

石関祐子（Pf）
 数人の小さな規模で互いの奏
者の音を近い距離で聴き合い
ながら演奏する室内楽は、と
ても親密な合奏の形。自分が
その一員として作品を演奏す
る喜びは格別です。その魅力
をぜひ私たちの仲間に加わっ
て一緒に体験しましょう。

松本めぐみ（Vn）
～あなたの音色が未来を創る
鍵になる～
仲間と共に音楽でステキな時
間と空間を創りませんか？   
APAはあなたの創造性を待っ
ています。新しい出会いでこ
れからの豊かな世界を一緒に
築いていきましょう。

田中光利（Cd, Pf）
私はAPAで自分の活躍の場
を見つけました。APAはもの
すごく弾ける方もいますが、
私のような控えめな実力でも
活躍できることがたくさんあ
る多様性のある団体です。是
非皆さんも発見してみてくだ
さい。

宮岡麻由子（Va, Pf）
会員ネットワークが全国に充
実していることがAPAの強み
で、音楽の肝を心得ているベテ
ランもいれば、鮮やかな感動で
満ち満ちている初心者もいま
す。今まで得られなかった「出
会い」が、人生をより豊かに彩
ることをお約束します。

梶岡　肇（Pf）
面白そうな例会があれば覗い
てみてください。さらに出演
者に声をかけてみてくださ
い。きっと新たな音楽の世界
が広がることでしょう。

桑名尚子（Vn, Va, Vc）
オケに比べ今ひとつ知名度の
劣る室内楽ですが、かなり奥
が深いです。室内楽をもっと
身近にしたい！新たな奏者を
迎え、共に学び、演奏し、つ
ながることで、室内楽の未来
はもっと豊かになります。室
内楽の輪を拡げよう。

永田雅夫（Vc）
31歳で創始者井上明さんと
APAを始めて50年、事務局・
会報発行・各種本部イベント
の主催・ゲスト探しに走り続
けて今81歳。まだ元気では
ありますが、そろそろ感覚の
新鮮な方々にバトンをお渡し
したいです。

発行：2025 年３月１日
制作：50 周年記念誌編集委員会
　　　新 巳喜男・永田雅夫・米倉敦子・桑名尚子

新しい室内楽の楽しみを、さらに模索します
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